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「遺跡で新たな発見」、このような発掘調査の成果は、新聞・テレビなどに数多く取上げら

れ、近年では当たり前のように受け取られています。しかし、発掘調査された遺跡の大半は、

開発行為を前提としており、多くの場合保存されることなく、工事とともに失われてしまいま

す。また、発掘調査途中等において、保存が決定されるという稀有な場合でも、 一度発掘され

た部分については、少なからず損なわれてしまっていることになります。地下に埋もれている

遺跡というのは、地表を覆う土を払い除けるだけで損なわれる繊細な文化財であると言えるで

しょう 。

ところが、遺跡の重要性を知りたい場合、実際に発掘してみないと具体的な状況が分からな

いということも事実です。この場合、最初から全面的に掘っていくのでは、重嬰な遺跡を損な

うことにもなりかねません。そこで、遺跡の一部分に対して、最小限度の範囲で試掘する方法

がとられます。確かに、試掘や確認調査とした場合でも、遺跡の一部を壊すことに変わりはあ

りませんが、そのことによって、大部分の遺跡を適切に評価することが可能となります。試掘

や確認調査の璽嬰性は、ここにあるのだろうと思っています。

柏崎市教育委員会では、柏崎市内遺跡発掘調査事業として、開発区域内における遺跡の有無

や規模、あるいは遺構・遺物の内容や密度などを把握する試掘や確認調査を行っています。本

年度の第刈I 期調査業務は、上原遺跡・軽井川南遺跡群•藤井城跡・江ノ下遺跡に対する試

掘・確認調査と、昨年度末に調査を実施した柳田地点と上原遺跡の報告業務を行いました。調

査そのものは規模が小さく、発掘される面積や範囲が限られるなどの制約があり、遺跡全体を

見極めるには不十分かと思います。しかし、ここで得られた知見やデータは、遺跡の保存や本

発掘調査の嬰否を判断する根拠ともなり、かつ遺跡の時代や性格、あるいは歴史的評価等の考

察を可能とし、地域の歴史を探っていく上で重要な意味を持つものであります。これらのささ

やかな成果を報告する本書が、地域の歴史理解の一助となり、地域づくりや遺跡保護のため活

用されるとすれば、 この上なく幸いに思います。

最後に、調査に参加された調査員や調査補助員の各位、本事業に格別なるご助力とご配慮を

いただいた新潟県教育委員会、並びに調査にご協力いただいた事業者及び工事関係者に対し、

深甚なる謝意を表する次第であります。

平成16年 3月

柏崎市教育委員会

教 育長小林和徳



例 言
1.本報告書は、新潟県柏崎市における各種開発にともない実施した試掘調査・確認調査の記録である 。

2.本事業は、柏崎市教育委員会が主体となり、国・県の補助金を得て平成 3年度から実施している「柏

崎市内遺跡発掘調査事業」である 。平成 15年度は第 13年次となる第刈l期調査であることから、本書は

『柏崎市の遺跡刈l』とした。

3.第刈l期調査では 4遺跡（群・地点）に対し、 6件の試掘・確認調査を実施した。本書では、この発

掘調査結果を報告するものであるが、平成 14年度末に実施した 2遺跡（地点）に対する 2件の調査も

含まれている。

4.試掘 ・確認調査の現場作業は、文化振興課職員および柏崎市遺跡考古館スタッフを調査員として実施

した。整理・報告書作成作業は、柏崎市小倉町に所在する柏崎市遺跡考古館において、職員（学芸員）

中心に遺跡考古館スタッフで行った。

5. 発掘調査によって出土した遺物の注記は、各遺跡名の他、グリットや試掘坑名、層序等を併記した。

6.本事業で出土した遺物並びに調査や整理作業の過程で作成した図面・記録類は、全て一括して柏崎市

教育委員会（柏崎市遺跡考古館）が保管 ・管理している 。

7. 本報告書の執筆は、下記のとおり分担執筆とし、編集は平吹が行った。

第 I章 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．． ．．．． ．．．．．．．．．．．． 品田高志

第 II.軋章 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.. 伊藤啓雄

第ill・ IX章 ．．．．．． ．．． ．．．．．．．．.....................・・ 中野純

第W~ W• VIII • X章・...............................平吹靖

8. 本書掲載の図面類の方位は全て真北である。磁北は真北から西偏約 7度である。

9. 発掘調査から本書作成まで、それぞれの事業主体者および工事関係者等から様々なご協力とご理解を

賜った。記して厚く御礼を申し上げる次第である。

田村 亨• 田村 正・東北電力株式会社・東京電力株式会社柏崎刈羽原子力発電所・株式会社植

木組•株式会社植木機エ・有限会社関川建材·株式会社丸和・地域振興整備公団・新潟県教育庁

文化行政課・新潟県柏崎土木事務所治水課・新潟県柏崎農地事務所建設課・柏崎市都市整備部都

市整備課 ・同建築住宅課・同学園 まちづくり事業推進室 （順不同・敬称略）

調有体制

調査主体

総括

管理・庶務

調査担当

調 査員

柏崎市教育委員会教育長相澤陽一 (~10月30日）

小林清請（文化振興課長）

品田尚道（文化振興課埋蔵文化財係長）

品田高志 （文化振興課埋蔵文化財係主任・ 学芸員）

中野 純（文化振興課埋蔵文化財係主査・ 学芸員）

伊藤啓雄（文化振興課埋蔵文化財係学芸員）

平吹 靖（文化振興課埋蔵文化財係学芸員）

村山孝行（文化振興課埋蔵文化財係工務員）

今野沙貰子 （文化振興課埋蔵文化財係準職員 ～ 12月31日）

高橋恵美 （文化振興課埋蔵文化財係臨時職員）

吉田正樹（文化振興課埋蔵文化財係臨時職員）

阪田友子 （文化振興課埋蔵文化財係臨時職員）

調府補助員 黒崎利子・大野博子 （柏崎市遺跡考古館）

整理作業スタッフ

野神 伸（文化振興課埋蔵文化財係準職員）

萩野しげ子・吉浦啓子・片山和子・月橋香奈子・小林 薫

野田絵利子 （柏崎市遺跡考古館・順不同）

. I」ヽ本木禾01應 (lo月31日～）
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図版 H次

68 

図版 1 柳田町地点 1 a ・ b.調査区近景 c.第 1試掘坑第 I層上面

d.第 1試掘坑全景 e. 第 1試掘坑層序

図版 2 柳田町地点 2 a. 第 2試掘坑全景 b.第 2試掘坑層序 C. 第 3試掘坑全景

d. 第 3試掘坑層序 e • f. 調査風景 g. 表面採集遺物 （外面）

h.表面採集遺物 （内面）

図版 3 上原遺跡（第 2次） a. 調査区近景 b.調査風景

図版 4 上原遺跡（第 2次） a ・ b.試掘坑

図版 5 上原遺跡（第 3次）1 a．調査区近景 b. A地区近景

図版 6 上原遺跡（第 3次） 2 a. 第 1トレンチ全景 b.第 1トレンチ層序 C. 第 2トレンチ全景

d.第 2トレ ンチ層序 e. B地区近景

図版 7 上原遺跡（第 3次）3 a.第 3トレンチ全景 b.第 3トレンチ層序 c. 第 4トレンチ全景

d.第 4トレンチ層序 e. 第 4トレンチ Skp-1半戟

f.第 4トレンチ Skp-2半戟 g. h.作業風景

図版 8 上原遺跡（第 3次）4 a. 第 5トレンチ全景 b.第 5トレンチ層序 c. 第 6トレンチ全景

d.第 6トレンチ層序 e. 第 6トレンチ遺物検出状況 f.作業風景

g. 第 7トレンチ全景 h.第 7トレンチ層序



図版 9 上原遺跡（第 3次） 5 a. 第 8トレンチ全景

d. 第 9トレンチ層序

図版10 上原遺跡（第 3次） 6 a. 出土遺物（内面）

b.第 8トレ ンチ層序

e. C地区近景

c.第 9トレ ンチ全景

b.出土遺物（外面）

軽井川南遺跡群（第 2次）1～ 32：図版11~42

図版11 軽井川南遺跡群航空写真

図版12 大善寺地区 1 a. 

図版13 大善寺地区 2 a. 

d. 

g. 

図版14 大善寺地区 3 a. 

d. 

g. 

図版15 シ ョリ田A遺跡 1

図版16 シ ョリ田A遺跡 2

図版17 シ ョリ田A遺跡 3

図版18 ショリ田A遺跡 4

I区近景 b. II区近景

TP-1全景 b. TP-1層序

TP-2層序 e. TP-3全景

TP-4全景 h. T P-4層序

TP-5全景 b. T P-5層序

TP-7全景 e. T P-8全景

TP-9全景 h. 作業風景

a. I区近景 b. II区近景

a. TP-1全景 b. TP-1層序

c. TP-2全景 d. TP-2層序

f. TP-3層序 g. TP-4全景

a. TP-5全景 b. TP-5層序

c. TP-6全景 d. TP-6層序

f. T P-7層序 g. TP-8全景

a. T P-9全景 b. TP-9層序

c. TP-2全景

f. T P-3層序

c. TP-6全景

f. T P-8層序

e. TP-3全景

h. T P-4層序

e. T P-7全景

h. TP-8層序

c. T P-10全景 d. T P-10層序 e. TP-11全景

f. T P -11層序 g. T P-12全景 h. T P-12層序

図版19 ショリ田A遺跡 5 a.出土遺物（縄文時代） b. 出土遺物（古代）

図版20 谷地C地区 1 a.調査区近景 b. 調査区近景

図版21 谷地C地区2 a. TP-1全景 b. TP-1層序 C . TP-2全景

TP-3層序d. TP-2層序 e. TP-3全景 f. 

g. TP-4全景 h. TP-4層序

図版22 谷地A遺跡 1 a.調査区近景 b.調査区近景

図版23 谷地A遺跡 2 a. TP-1全景 b. TP-1層序

d. TP-2層序 e. TP-3全景

g. T P-4全景 h. T P-4層序

図版24 谷地A遺跡 3 a. TP-5全景 b. TP-5層序

d. TP-6層序 e. TP-7全景

g. T P-8全景 h. TP-8層序

図版25 下ヶ久保A遺跡 1 a. I区近景 b. II区近景

図版26 下ヶ久保A遺跡 2 a. TP-1全景 b. TP-1層序

c. TP-2全景 d. TP-2層序

f. TP-3層序 g. T P-4全景

図版27 下ヶ久保A遺跡 3 a. TP-5全景 b. TP-5層序

c. T P-6全景 d. TP-6層序

f. T P-7層序 g. TP-8全景

図版28 下ヶ久保A遺跡 4 a. TP-9全景 b. TP-9層序

c. TP-2全景
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ー 序 説

柏崎市における埋蔵文化財の保護と活用ーその現状と課題一

埋蔵文化財の保護は、言うまでもなく地下に埋もれている遺跡・遺構・遺物などを保護することである。

その行為は、可能な限り、開発などから遺跡を守り、そして将来へ現状のまま残すことを目的とし、それ

が果たされない場合は、記録に残すため発掘調査を行ってきた。また、開発から保護された遺跡や重要な

遺跡は、史跡等に指定され、整備等を経て公開することもなされている。

柏崎市において、ある程度面的な指定を受けている遺跡は、国指定史跡：下谷地遺跡、県指定史跡：椎

谷陣屋跡、市指定史跡：剣野D遺跡・北条城跡などを挙げることができる。これら史跡の整備状況は、遊

歩道を設けている北条城跡などもあるが、計画的・総合的な整備がなされた史跡は基本的にない。

さて、ここでの本題は、史跡についてではなく、史跡の活用を言うのではない。史跡は、 一般的な周知

の遺跡に対し、将来にわたって保存・保護していくことを前提として指定行為がなされるわけで、これら

への開発行為は強く規制されるはずである。しかし、問題は、指定されていない埋蔵文化財をどのように

活用するのか、特に開発行為により失われることを前提として発掘調査された遺跡や、調査によって出土

した遺構・遺物等をどのように活用していくのかが、直面している大きな課題とすることができる。

柏崎市におけるこれまでの現状を見ると、確かに、埋蔵文化財あるいはその調査や出土資料等の活用は、

充分であったとすることはできない。特に、発掘調査件数が未だ減少しておらず、活用の方向にだけ力を

注ぐことができないという現実も存在する。しかし、埋蔵文化財を活用すること、一般市民へ発掘調査の

成果を還元し、埋蔵文化財への理解を深めてもらうこと、これらが今後の展開において必要かつ重要であ

ることは、埋蔵文化財あるいは文化財の担当であれば、おそらく誰でもが強調する こと と思う 。

ところが、具体的な活用策というと、中々難しいのが実情である 。ここで活用の具体策を提示すること

はできそうにないが、①遺跡の活用、 ②遺構の活用、 ③遺物の活用、 ④発掘調査の活用といった項目に分

けて少し考えてみたい。

①とした遺跡の活用は、民有地の場合、制約が大きいことから、公有化という課題が生じ、大概は面積

も大きくなることなどから、具体的な内容は別にしても、遺跡公園などとして整備する必要性が伴いそう

である。そして、少なくとも将来的な展望を明確にした基本的な計画に基づいて実施されることが肝要で

あり、都市整備計画や「まちづくり」などと連携したものでなければならない。

②遺構の活用という ことになると、古墳や城郭など地表面で観察される遺構と、発掘調査されないと 明

らかにし得ない住居跡や建物跡などとは、その対応に大きな相違がある 。前者の場合は、 個別遺構に細分

される以外は、①とした遺跡とほぼ同じに扱うほうが妥当である 。後者は、開発行為が遺跡に及び、記録

保存を前提とした発掘調査によって明らかにされることが多く、開発行為の地区除外、あるいは設計変更

や工法変更などによって残された場合にのみ可能となるものである 。これは、開発事業計画の大きな変更

を前提とするため、遺跡そのものや遺構の保存という結論に達するには、事業者側に負担を強いる場合も

あり、両者の合意は決して容易でない。

柏崎市においては、 これまでに十三本塚北遺跡の大型建物跡の盛土保存、そして建造物の位置を変更 し
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現状のまま盛土保存した呑作B遺跡など、わずかではあるがいくつかの事例が存在する 。しかし、遺構あ

るいは遺跡を盛土で保存することはできても、地表面に痕跡を残すことが難しく、活用まで結びつけると

ころまでには至っていない。また、発掘された遺構を、どのようにして活用するのかは、遺構そのものが、

原則として持ち運びや移動できないものであることから、屋内外での露出展示、現地での復元といった手

法で整備し、公開する場合が多い。しかし、遺構が、整備され公開されただけでは、生きた遺構の活用と

は言い難く、手法や運用面等で多くの課題を内包している。

③遺物の活用は、博物館等の展示、あるいは遺跡出土遺物展の企画、そして講演会や小学校等への出張

授業などでの利用があり、持ち運ぶということができる遺物の利便性から、埋蔵文化財の中でもっとも多

く活用されている。今後も、遺物を中心とした活用がなされることは、ほぼ間違いないことと考えられる

が、展示したことが即活用ということにはならない。また、埋蔵文化財である遺物は、遺物のみで理解す

るのではなく、遺跡や遺構とともに理解することが重要であり、展示や企画展での配慮が求められている。

出土遺物の企画展について、柏崎市教育委員会は、 20年ほど前に 2度開催したことがあった。 しかし、

その後はまったく開催されなかったが、本年度においてようやく 3度目となる「柏崎町遺跡出土遺物展」

を、平成16年1月31日から同年2月29日まで開催した。この企画展では、約1ヶ月ほどの会期の中で、展

示室での遺物説明、および講演を含めた報告会を日時を変えて実施した。ギャラリートークと銘打った展

示室における遺物説明や報告会には、一般市民を中心にそれぞれ60名近い参加者があり、おおむね良好

な惑触が得られた。かつての企画展では、ケース内に遺物を展示し、手書きの説明文等を掲げた程度のも

ので、遺物の説明会などは行われなかった。要するに、展示するだけで、主催者側と見学者側の相互交流

をまったく企図していなかったものである 。しかし、今回行った「ギャラリートーク」は、市民と主催者側

が直接向き合うものであり、埋蔵文化財への親しみや理解をいただ＜良き機会であったと考える 。今後、

このような機会を実際面で増やすことが必要であり、この積み重ねはやがて新たな展開へ向かうものと思

われる。現在、柏崎市で保管している出土遺物は、破片類が多いとしても相当な数量に上る 。しかし、こ

れら数多くの遺物を紹介していくには、講演会や小学校での出張授業等だけでは不可能である。これまで

蓄積された出土品の公開は、「遺跡展」や「出土遺物展」などとして順次公開し、合わせて遺跡や遺物に

親しむ機会を増やすことが、調査後の資料を活用していく第一段階とすることができそうである 。

④発掘調査の活用ということでは、発掘調査現場の現地公開、あるいは現地説明会が定番である 。最近

は、かなり頻繁に実施され、大勢の市民が遺跡を訪れる良き機会となっている 。しかし、柏崎市域におけ

る発掘調査の現場すべてが、公開されてきたのかということになると、そうではない。現地公開を行わな

かった事例には、調査規模が狭小で話題性に乏しい場合も比較的多いが、駐車場の確保が困難であったり、

調査期間にゆとりがなかった場合、あるいは降雪期など季節的に無理を伴う場合などは、実施しない場合

が多く、時には報道関係者への公開で補うこともあった。現地公開については、事業者側の理解も必要で

あるが、調査している遺跡が所在する地区や町内、地域的に関わりが深い市民等へは、小規模ではあって

も、調査成果や結果などを一定程度公開することが必要であったと感じるところである。

ところで、発掘調査の機会を活用するとしても、やや一方的な説明に陥りがちとなる現地説明会などで

はなく、市民が遺跡に直接触れることを可能とする参加型の発掘体験が、最近注目されてきているのでは

ないだろうか。発掘調査は、遺跡のさまざまなデータを記録として残すため、緻密で詳細な調査が要求さ

れる 。したがって、専門性が強く求められるため、 一般市民の短期的体験発掘は、調査精度の維持や緻密

なデータ収集という行為に対し、不安やリスクを大きくすることも確かであり、これまではそれほど多く
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行われることはなかったものである。

しかし、たとえ身近に遺跡があったとしても、専門的知識が少なければ、調査されていない遺跡を理解

することは難しく、専門的に調査された遺跡・遺構・遺物の説明を一方的に受けたとしても、これらはあ

る意味他人事に過ぎない。発掘調査というものは、新聞やテレビで見るけれど、自分たちにはできない遠

くのものという思いが、 一般的に強いのではないだろうか。ところが、身近にある遺跡において、実際に

発掘を体験する、そして実際に遺構や遺物を発掘するという行為は、遺跡そのものを実感として身近な存

在に転化できる場面であるといえるのではないだろうか。

柏崎市教育委員会では、平成 13年度より剣野B遺跡の発掘調査を実施しており、平成 16年度まで調査

を継続する予定である。平成14年度と平成 15年度の調査において、地区のコミュニテイセンター行事や、

中学校の総合的な学習の時間といった授業に関連し、小中学生等を含む市民の方々から発掘調査の体験を

味わってもらう機会を設定することができた。発掘体験を実施する地点については、前述したような危惧

を最低限に抑えることとして、包含層の発掘や柱穴の完掘作業とした。ここでは紙幅の関係から詳細な記

述はできないが、包含層の発掘は 2m四方の小グリッドで、また柱穴では、半戟後、土層断面等のチェッ

クが終了したものを対象にし、残りの半分を掘って完掘するというものに限定した。参加者のほとんどの

人は、これまで遺跡に関わったことがなく、生まれてはじめて遺構や遺物を発掘した。出土する土器片は

小さくとも、また石器ではなくフレークや礫程度でも、それぞれの人が遺跡の発掘を堪能した。これらの

体験が、今後の埋蔵文化財の保護にどれほど効果があるのか、それは今のところわからない。しかし、遺

跡に少しでも親しみを持った人と、遠くで見ているだけの人では、おそらく遺跡に対する理解度は相当違

うだろうと思われる。 一般参加で、確かに興味本位かもしれないし、また悪意がない人ばかりとは言い切

れないが、遺跡の発掘調査を体験した人が多くなることは、埋蔵文化財の保護を普及していく上でプラス

になるものとすることができる。

ただし、このような遺跡発掘調査そのものの活用は、発掘調査期間や経費にも影響を与えることは必然

的であり、開発行為主体者の理解が前提となる。遺跡の発掘調査が、原因者負担の原則において実施され

る以上、自ずと限界はあると思われるが、今後このようなあり方をスムーズに実施できるシステム作りは

重要であるとすることができる。

ところで、出土遺物の活用という課題には、遺物の廃棄という問題と密接に絡むところがあり、活用で

きない遺物の廃棄を求める声まで出ているのである 。たとえば、土器類を例にとると、確かに出土した土

器の中には、小指の爪先ほどの小片で、割れ口も摩滅し、文様も不鮮明というような破片は、少なからず

出土する。これらの土器小破片は、今後活用される見込みがほとんどなく、廃棄の対象とされることに、

まったく理解できないわけではない。しかしながら、活用されない遺物は、保管するに値せず、ゆえに廃

棄という短絡的・単純な思考は、遺物の膨大な量にだけ目を奪われ、地域における歴史の証拠品である遺

物そのものが持つ文化財的属性を軽んじているものとも考えられ、慎重な判断が必要と感じる。

しかし、地方公共団体の中には、膨大な遺物を抱え、保管場所に窮している現状は確かにある 。また、

遺物の保管状況も、的確性を欠く事例が多いのも現実である 。全国各地で保管されている膨大な出土遺物

に対し、全点的活用ということは、現実的に不可能であろうが、地域の主体である市町村は、これら遺物

の活用を常に考え、保管に関しても理解されるよう努力していく必要があるものと思う 。これには、遺

跡・遺構、そして遺物の活用があってこそであり、遺跡の発掘調査そのほかすべてを持って、埋蔵文化財

の活用を行っていく必要を感じるのである。
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2 平成15年度事業の概要

平成 15年度に実施した柏崎市域における埋蔵文化財関連の調査業務（現場作業）は、本発掘調査と試

掘・確認調査および工事立会いに大別される 。本書は、主に試掘・確認調査とした調査業務について報告

するもので、事業名は 「柏崎市内遺跡第XIl1期発掘調査事業」とする国・県の補助事業である。本事業は、

平成 3年度から着手、本年度まで13年間の継続事業として実施してきたものである。

本事業の目的は、柏崎市内において行われる各種の開発行為を対象とし、開発事業区域内における遺跡

の有無や、遺跡の取り扱い協議及び調査費積算等に必要な各種データを把握するための試掘・確認調査の

実施である。当該事業の実施は、各年度ごとに実施される本発掘調査との兼ね合いから、その合間を縫っ

て行う場合が多いため、まず本市における本発掘調査の状況から概観したい。

本発掘調査は、 4事業に伴い合計10遺跡に対し実施された。事業別で見ると、国道 8号バイパス事業

関連：剣野B遺跡、産業団地造成事業：軽井川南遺跡群（谷地A遺跡・ショリ田 A遺跡・下ヶ久保A遺

跡・下ヶ久保c遺跡・下ヶ久保D遺跡・下ヶ久保の塚群）、公共下水道事業：角田遺跡、県道改良工事：

吉井水上遺跡群（吉井水上 I遺跡・吉井水上II遺跡）である 。これらが対象とする発掘調査対象面積は膨

大であり、柏崎市単独ではとても賄いきれないため、発掘調査を外部委託して実施し、直営で行った本発

掘調査は、剣野B遺跡・谷地A遺跡の 2遺跡にとどまる 。平成 15年度は、大規模な事業を多く抱えたこ

とになるが、外部委託したという対応や、委託方法・委託後の取り扱いなどについては課題も多い。なお、

市内ではこの他に新潟県埋蔵文化財事業団による東原町遺跡の発掘調査も行われている。

柏崎市内遺跡第XIl1期発掘調査事業として実施した試掘・確認調査は、 6遺跡（群・地点） 8件である 。

ただし、このうち 2件2遺跡（地点）となる柳田町地点と上原遺跡（第 2次調査）は、昨年度末となる 3

月に実施したもので、本年度事業としては報告書作成のみである。

平成 15年度に実施した事業としては、柏崎平野南部に設定された「学園ゾーン」内における諸開発に

伴う調査 3件と、その他の事業とに大別される。前者は、軽井川南遺跡群に関わるもので、遺跡の主体は

鉄生産関連の遺構・遺物を中心に、小規模な縄文集落や塚群等が点在し、多くの遺跡が発見されている。

その他の事業に伴う調査のうち、昨年度末実施の柳田町地点と上原遺跡第 2次調査については、ともに

遺構・遺物が確認されなかった。しかし、上原遺跡については、本年度において第 3次調査が実施され、

初めて古代の遺構・遺物が確認された。本遺跡は、鯖石川の河川改修事業に伴うものであるが、用地の確

保が遅れており、同一事業区域内にある遺跡の状況は、再度の確認調査を行わないと明確にならない。藤

井城跡については、城域の南側を巡る旧河道痕について、堀などとの関連が想定されるため、これらの確

認を含んだ調査であった。しかし、堀の確証は、得られなかった。江ノ下遺跡は、ほ場整備と農道改良工

事に伴う現地確認において発見された新遺跡である 。今年度は、遺跡の有無を確認する試掘を行い、古墳

時代の遺物を確認したが、平安時代・室町時代・江戸時代等の遺物も多く散布している遺跡である 。しか

し、明確な遺構は把握できていないため、新たな確認調査が必要である 。

このほかに、取り扱い協議の過程で、本発掘調査等に至 らず、工事中における立会い調査としたものが

4件ある。このうち 3件は、公共下水道工事に伴うもので、土合殿屋敷遺跡・岩野遺跡・剣下川原遺跡に

対して実施したが、これらの立会いでは、遺構・遺物は特に確認されなかった。また、 1件は吉井水上遺

跡群にかかるもので、現道となる県道の掘削に際し、立会いを行っている。
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遺跡の名称 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

試掘確認調査

a.柳田町地点 口
b．上原遺跡 （第2次） 口
C．上原遺跡（第 3次） 口
d．軽井川南遺跡群（第 2次） ［コ
e．藤井城跡（第 3次） 口
f．江ノ 下遺跡 口
g．谷地G遺跡 口
h．軽井川南遺跡群（第 3次） 亡］

本発掘調査

剣野B遺跡 I I 

軽井川南遺跡群

谷地A逍跡 I I 

ショ リ田A・下ヶ久保A遺跡 I 

下ヶ久保C・D遺跡 I 

下ヶ久保の塚群 I 

角田遺跡 | | 

吉井水上遺跡群

立会い調査

岩野遺跡 I二
吉井水上遺跡群 I | 

土合殿屋敷遺跡 亡コ
剣：下川原遺跡 | I 

第 1図 平成15年度柏崎市の発掘調査（現場業務）工程図

第 2図 第刈1期発掘調査対象遺跡位置図
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3 遺跡の位置と環境

本書で報告する対象遺跡（群・地区）は、大きく 5件に区分できるが、これらの位置は、軽井川南遺跡

群が所在する柏崎平野南部の丘陵内と、鯖石川下流域に大きく大別される。そこで、本節では最初に柏崎

平野全体を概観し、前述した 2地域について、地理的な環境などを略述したい。

柏崎平野概観 柏崎市は、新潟県のほぼ中央に位置し、行政的な地域区分では中越に属している 。中越

地方とは、信濃川上流域や魚野川流域一帯を占める魚沼郡域と、長岡市などが所在する信濃川中流域から

柏崎平野にかけての北部に大別することが可能で、柏崎平野は北部でも西半部に位置することになる。

柏崎平野は、個々に独立した水系をもつ鯖石川と鵜川を主要河川として形成され、固囲を東頸城丘陵に

囲まれ、信濃川水系や関川水系とは分水嶺で画された独立平野を形成する。丘陵地形は、北流する 2河川

によって、西部・中央部・東部に三分され、それぞれ米山・黒姫山 ・八石山の刈羽三山を頂点とする。東

部は、北東方向の背斜軸に沿って、西山丘陵・曽地丘陵・八石山丘陵が北から規則的に並び、向斜軸に沿

って別山川 ・長鳥川といった鯖石川の支流が南西に流れ出る 。中央部は、黒姫山を頂点に北へ緩やかに高

度を下げ、沖積地に接する一帯には広い中位段丘を形成するとともに、その北側には湿地性の強い沖積地

が広がっている。西部は、米山を頂点とした傾斜の強い山塊であり、現在も隆起を続けているとされてい

る。これら山塊・丘陵地形の広がりぱ海岸にまで達し、米山海岸と称される国定公園の景勝地を形成する。

米山海岸の景観は、沿岸部に低位・中位・高位の各段丘による断崖が顕著であり、沖積地は少なく、海辺

は漂石海岸で、砂浜もほとんど見られない特徴がある 。また、柏崎の中央部に広がる沖積平野は、その北

西正面部を日本海に洗われ、海岸に沿って荒浜・柏崎砂丘が横たわっているが、現在では柏崎の市街地が

これを覆っている。平野部をなす沖積地は、砂丘後背地として湿地性が強く、鵜川 ・鯖石川の蛇行により、

各所に幾筋もの自然堤防が形成されている。

鯖石川下流域 鯖石川下流域は、長鳥川との合流点以北が該当し、途中にて別山川と合流した後、大き

く蛇行を繰り返し日本海に至る 。現河道は両側に自然堤防を形成し比較的安定している。しかし、安田付

近を扇頂部とした扇状地を形成しており、かつては東西に大きく流路を変え、幾筋かの自然堤防を形成し

たことが看取できる。今回報告する 5地点のうち、江ノ下遺跡をのぞく 4地点が、現河道に伴う自然堤防

上に立地する 。当該自然堤防上には、比較的多くの古代・中世の遺跡が確認されている 。これらの中で、

別山川との合流点では、右岸域の角田遺跡と左岸域の東原町遺跡が調査されており、上原遺跡も原則同じ

立地点となっている。なお、柳田町地点は、自然堤防末端の湿地、藤井城跡は中位段丘の一部を活用して

造成されていたものである。江ノ下遺跡は、鯖石川の古い河道との関わりも想定されるが、基本的には丘

陵沿いの沖積微高地に立地する。この遺跡周辺では、これまで沖積地に立地する遺跡は確認されておらず、

特に今回は古墳時代と思われる遺物が出土している点は、丘陵地における古墳の造営など、今後注目され

る地域となった。

柏崎平野南部丘陵域 この丘陵は、標高20~ 30 mの中位段丘で形成される。中央には、軽井川が西流

し、丘陵部を大きく南北に区分する。谷地G地点を含む軽井川南遺跡群は、軽井川の左岸に展開する丘陵

内に位置する。この一帯は、台地上平坦部に縄文集落や塚群等が展開、樹枝状に開析された沢地形の斜面

には、古代・中世の製鉄遺跡が濃密に分布する 。軽井川南遺跡群は、隣接する藤橋東遺跡群と立地がほぼ

同じだけではなく、遺跡群の内容等も近似したものとなっている。
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Il 柳川町地点
ー診療所及び住宅建築敷地造成工事に係る試掘調査一

1 柳田町地点と調査に至る経緯

柳田町地点は、市の中心部から 2kmほど北東の柏崎市西中通地区に所在し、地形的には鯖石川下流域の

左岸に位置する。別山川を合流させた鯖石川は、荒浜砂丘・柏崎砂丘を回避しながら引き続き蛇行を続け

て日本海へと流れ出ている。現在の鯖石川は、河川改修によ って蛇行がショー トカ ットされた部分が多い

が、 三日月状の河道痕を追えば、蛇行していたかつての流路がわかるのであり、その各所に形成させてい

た自然堤防をみつけることができる。柳田町の周辺では、自然堤防のような微高地上で遺跡をみつけるこ

とが可能で、特に古代・中世に属す遺跡が多い。特に、鯖石川・別山川の合流点に近い角田遺跡では、平

成 10年度に発掘調査が実施されているが、高密度な中世の遺構群が検出されており、 13世紀後半頃に河

川の合流点を掌握した有力者の存在が想定されている ［柏崎市教委1999]。今のところ、遺跡調査といっ

ても試掘・確認調査や分布調査が多く、内容を把握するに至った遺跡は少ない。しかし、国道 8号線柏崎

バイパス事業に係る調査などでも遺跡の痕跡は発見されつつあるのであり、古代・中世における当該地周

辺の状況を知る手掛かりとなる資料も増えてきているのではないかと思われる。

今回、 柳田町地点において試掘調査を実施する原因となった土木工事等は、民間による診療所及び住宅

建築敷地造成工事である 。この診療所等はそれまで別地点にあったが、鯖石川河川改修用地の代替地とし

て当該地点に移転するものとのことである 。開発面積は3,588面で、現況である水田に対し、診療所・専

用住宅として軽量鉄骨造建物・駐車場・緑地などが造成される 。田面は周辺の道路面よりも低いため、ま

ず厚さ約 1mの盛土エから始められる。その結果、当該工事で現地表面以下に掘削が及ぶのは建物の基礎

杭のみになるとのことである 。したがって、当該事業地にて遺跡が発見された場合には、新潟県教育委員

会（以下、「県教委」と略）が定める埋蔵文化財の取扱いにより、この基礎杭が調査の対象となる 。基礎

杭は 1~ 2 m間隔で、計約250本がおおむね 「田」の字状に配置される。そ して、実際の基礎杭としては、

当該地の地盤がゆるいことから、径60cm、深度約12mをドリルで撹拌し、コンク リ等を流し込むものと

のことであった。着工は、平成 15年 3月下旬に予定されていた。

柏崎市教育委員会（以下、「市教委」と略）にこの開発が知らされたのは、平成 15年 2月3日付け事務

連絡による柏崎市都市整備部建築住宅課長からの柏崎市開発行為指導要綱第 3条の規定に基づく開発行為

事前協議によってである 。これを受けて、市教委では事業予定地を現地踏査したところ、雪の積も ってい

ない畦畔の表面などから陶磁器小片を数点採集した。小片には近世の肥前陶器などもあったが、中世の所

産と思われる瀬戸美濃の天目茶碗や瓦器と考えられるものも含まれていた。しかし、当該地点は春 日排水

路に隣接し、周辺よりも低地にあることから、実際に遺跡が存在しているのか、周辺から流れ込んだもの

である のかなどの判断は難しかったが、いずれにしても試掘調査によって地下の状況を把握する ことが必

要と判断された。平成 15年 2月20日、事業者から試掘調査依頼を受け、事業者（代理人等）と協議を重

ねながら、試掘調査の諸準備を進めてきた。試掘調査を実施する日時を平成 15年 3月4日とし、同年 3

月25日付け教文第328号で、文化財保護法（昭利25年法律第214号）第58条の 2第 1項の規定に基く埋

蔵文化財の発掘を県教委教育長に報告した。そして、調査は予定通り 4日に実施した。
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2 調査の概要

1) 鯛査の目的と方法

柳田町地点では、 これまで遺跡の存在は知られていなかった。試掘ではあるが、今回が初めての発掘調

査例となることもあり、当該事業予定地における遺跡の存在を確認することがおもな目的となった。そし

て、遺構・遺物などが検出された際には、その密度や分布なども探っていくこととした。

具体的な調査方法としては、 0.25面のバック・ホウを使用する。事業予定地である水田に対して任意の

試掘坑を設定し、発掘していく 。ただし、発掘された部分は、地盤が緩んでしまうため、事業予定地のう

ち、建物部分と駐車場部分の発掘は避けてほしいと事業者から要請された。調査ではできるだけこの要請

に応じることとしたため、実際の発掘位置は調査対象区域の北東側と中央部分に限られた。なお、結果的

に 3 箇所に試掘坑を発掘したが、各々の名称は発掘順に第 1 試掘坑•第 2 試掘坑•第 3 試掘坑とした 。

2) 調査の経過と試掘坑の概要

試掘調査は、平成 15年 3月4日午前の半日間、調査員は学芸員を中心とした計 4名にて実施した。当

日は予報どおりの降雪で、吹雪の中での調査となった。なお、調査対象区域である約3,588面の事業予定

地に対して 3ヶ所の試掘坑を設定し、合計約11.2可を発掘した。これは、対象区域の約0.3％にあたる 。

第 1試掘坑 事業地の北東端、北辺から 14m、東辺から 4mの位置に第 1試掘坑を設定する 。幅約1.6

m、延長約2.0m、面積は約3.2而となった。付近の標高はおおむね3.1~3.3 mである 。最初の発掘となる

ため、薄く表土の耕作土層（第 0層）から除去していった。耕作土の下には水田の床土とされた粘土層が

みられた。この粘土層は黄褐色を呈し、粘性が強く、厚さは40cmほどであった（第 I層）。第 I層上面が

遺構確認面である可能性があるため、確認作業をしたが、遺構は検出されなかった。

さらに掘り下げると、第 I層の下層は、青灰色を呈する還元化された粘土層であった（第 Il層） 。深度

約 1m付近になると、第 Il層には腐植した小木片が多くみられるようになった。そ して、第 Il層が掘りあ

がると、粘性の強い腐植土層 （第11I層）がみられた。第11I層は層厚が約20cmほどであり、その下層はま

た腐植物が混じる青灰色粘土層（第W層）になった。さらに発掘を続けると、深度約2.2m付近で、また

腐植土層（第V層）が検出された。第V層は、同じ腐植土層である第11I層よりも薄く、その下層は混入物

の見られない青灰色粘土層（第VI層）となった。 結果的に、遺構・遺物ともに検出されていない。

第 2試掘坑 次の第 2試掘坑は、事業地中央部の西側を対象とした。ただし、付近には昨日来の雨 ・雪

による水溜りがあり、実際には事業地の北辺から 36m、東辺から 33mの位置に設定した。幅約2.0m、延

長約2.0m、面積約4.0面である 。発掘結果は、おおむね第 1試掘坑で確認された状況に近似しており、 遺

構・遺物も検出されなかった。

第 3試掘坑 続いて、第 3試掘坑は、事業地中央部の中～東部を対象とした。事業地の北辺から約37

m、東辺から約18mの位置に、 幅約2.0m、延長約2.0m、面積約4.0m'を発掘する。第 3試掘坑の位置は、

第 1試掘坑と第 2試掘坑の間にある こともあり、やはり これまでと同じような状況を確認することができ

た。同様に、遺構・遺物は検出されていない。

撤収作業 以上で現場作業を終了と し、器材等を撤収した。各試掘坑の埋め戻 し等は、記録後にすぐ行

っていた。重機が戻る際には、随時轍等をならしながら進み、水田の畦畔なども復旧していった。
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3) 層序（第 6図）

計 3箇所の試掘坑では、それぞれ最終的に 1.5~l.7mほどの深度を発掘しており、地表面以下の層序デ

ータを得た。これらは第 0~VI層の 7層に分類することができるので、この分類に基づいて説明する。

第 0層は、現況をなす水田の耕作土層で、褐色を呈する粘性のやや強い粘土層である 。そして第 I層は、

おおむね黄褐色を呈する粘土層である。締まりがあり、とても粘性が強い。水田の床土になっていたと思

われるが、酸化して安定している第 I層は、上面を遺構確認面とすることができる可能性がある 。しかし、

いずれの試掘坑においても遺構は確認できなかった。第 I層上面の標高は、 3.1mほどである。第 II層も

同じく粘性の強い粘土層であるが、色調は青灰色を呈しており、還元化されていることがわかる。

第1II層以下は、腐植土層と粘土層との互層になっている 。第III層は、腐植土層である。全体的に粘性を

帯びた土層であるが、 2~ 5 cmほどの腐植した小木片が多く含まれているため、色調は黒灰色を呈してい

る。また、木片のほかにも繊維状の腐植物が多くみられた。層厚は、事業地の北側において 20cmほどで

あるが、中央部では 10cmにも満たない程度である。第1II層上面の標高は、いずれも標高2.2m前後である 。

第W層は、暗青灰色粘土層である 。青灰色の還元化した粘土を主体とするが、腐食物などがやや多く混じ

るため、全体的に暗色である。第V層も第1II層に類似する腐植土層である 。第VI層は青灰色粘土層である

が、腐植物の混入はあまりみられない。また、 20~ 30cmほど掘り下げてみたが、腐植土層などはみられ

なかった。第VI層上面は第 1試掘坑で標高約1.7m、第 3試掘坑で標高約 1.8m、第 2試掘坑で標高約 1.9

mであるため、東側へ傾斜していたことがわかる 。第III・ V層のような腐植土を主体とする粘土層の存在

は、当該地がかつて植物の多く繁茂した湿地性の環境にあったことを示していると思われる 。 2つの腐植

土層には間層の粘土層（第W層）があるが、洪水等で水没していた時期があった可能性もある 。北西～西

側には鯖石川左岸に発達した自然堤防（現：春日集落付近）があり、事業地周辺はその後背湿地であった

ことが確認されたと思われる。ただし、それぞれの層が形成された時期については、出土遺物等が伴わな

かったことからも、今回は不明とせざるを得ない。

4) 遺 物（第 7 図図版 2-g•h)

今回の試掘坑から出土した遺物はないが、調査前に水田畦畔付近から陶磁器小片 6点を表面採集してい

る。その内容は、 aが中世の瀬戸美濃天目茶碗、 bが瓦器の可能性がある以外は、近世以降の陶磁器であ

る。唯一図化可能であった 1は、肥前陶器の小皿である 。口径13.0cmと推測され、焼成は良好、釉薬は灰

黄色、胎土はにぶい黄橙色を呈する。17世紀前菓の製作と思われる［盛2000]。

3 調査のまとめ

以上の結果から、当該事業地内からは遺構・遺物を確認することができず、今回の試掘調査では新たな

遺跡を発見することはできなかった。層序の観察から、当該地付近は鯖石川左岸の後背湿地であったと考

えられるが、古環境を復元するための資料を得たことは、調査成果のひとつであったと思われる。

しかし、調査着手前に表面採集された瀬戸美濃の破片はどの地点に帰属するのか、この問題は今回の調査

で解決することはできなかった。調査区の北辺を西へ流れて鯖石川に注がれる春日排水路の上流側などが

その候補となる可能性があるが、この点についてはさらなる周辺地区の調査成果に期待したい。
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][上原遺跡（第 2次）
一高圧電線鉄塔建設工事に係る確認調査一

1 調査に至る経緯

上原遺跡は柏崎市街地から北西に約 4km、2級河川鯖石川 と別山川のほぼ合流点に位置する 。鯖石川は

蛇行しながら北上するが、西中通地区において支流の別山川と合流し、 ここ から進路を西に変える。そし

て、大きく蛇行しながら再び北上して、日本海へと注いでいる。また、両河川はかつて合流点付近におい

て小刻みに蛇行していたことが、旧河川の痕跡から窺い知ることができる。上原遺跡は河川合流点の南側、

鯖石川左岸に形成された自然堤防上に立地すると想定されており、周辺の標高は約6.5~ 7 mとなる。

西中通地区の沖積地には、古代～中世の遺跡が多く分布することが、過去の調査等によって知られてい

る。いずれも河川の自然堤防上に立地しており、上原遺跡の周辺には鯖石川の右岸に角田遺跡（古墳～近

世）や剣の下川原遺跡（古墳～古代）が分布している 。また、左岸には境川原遺跡（中世）が存在し、別

山川右岸の宮之浦遺跡（古代） 等も知られている 。

新潟県柏崎市土木事務所によって、鯖石川の大規模な河川改修事業が近年継続的に実施されており、上

原遺跡の所在する別山川 との合流部についても、計画が具体化している状況にある 。こ の事業に伴って、

当該地周辺では橋梁架替や道路建設等、附帯的な工事が既に着工されている。また、埋蔵文化財に係る確

認調査も、これらの附帯的工事等に伴って、柏崎市教育委員会（以下 「市教委」という 。）が平成13年度

及び平成 14年度に実施している 。いずれの確認調査でも遺跡範囲の延長は認められず、現在では土木工

事等が進められている 。しかし、河川改修の規模が大きいため、附帯的工事の件数だけでも多々あり、用

地買収等の諸条件が整った地点から埋蔵文化財に係る対応をしているのが現状である 。そのため、今後も

これら附帯的工事等を含め、河川改修本体工事にも随時対応する必要が生じている。

今回の確認調査の原因となったのは、河川改修に伴って移転することとなった高圧電線鉄塔の建設事業

で、東北電力株式会社新潟支店を事業主体者とする。現在の高圧電線鉄塔は河川改修範囲内に建てられて

いるため、北側の河川改修範囲外に移転するものである 。移転地は鯖石川右岸相当し、鯖石川と別山川の

合流地点よりやや下流である 。対岸の鯖石川左岸には周知の遺跡上原遺跡が所在するため、市教委が事前

に現地踏査を行った。その結果、河川によって分断されているため上原遺跡との地形的連続性は乏しいが、

遺跡隣接地の相当するため文化財保護法 （以下 「法」という 。）の諸手続き等が必要である と判断された。

そして、平成 14年12月24日付け東北電新支用セ第D-46号で、事業主体者から 法第57条の 2第 1項

の規定による埋蔵文化財発掘の届出が提出された。市教委はこれを平成 14年12月27日付け教文第269号

の 2で新潟県教育委員会 （以下 「県教委」という 。）へ進達 した。これに対し、 県教委から は平成 15年 1

月24日付け教文第 1057号で、当該遺跡の確認調査を実施して範囲等を把握 し、 遺跡の取扱いについて協

議するよう通知がなされた。この通知を受けて、市教委は事業主体者と確認調査の実施時期や方法等につ

いての協議を行い、平成 15年 3月5日に確認調査を実施する計画で準備を進めていった。そして、平成

15年 3月5日付け教文第337号で県教委へ埋蔵文化財確認調査についての連絡を提出し、確認調査に着手

した。
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2 調査の概要

1) 調査の方法

今回の確認調査対象地は、鯖石川の右岸に形成された沖積地に相当する。現況は畑地であり、北側には

国道 8号線があり、北西側は給油所（ガソリン・スタンド）となっている 。土木工事等の施工範囲の用地

買収は既に終了しているが、鉄塔建設という性格上、用地は極めて狭小であった。そのため、周辺の土地

所有者にも土地への立ち入り等の許可を得た上で確認調査を実施した。用地面積の制約等から試掘坑は 1

ヵ所を設定し、バック • ホウによって発掘を行っていくこととした 。

2) 調査の経過と試掘坑の概要

確認調査は平成15年 3月5日の 1日間で実施し、調査担当及び調査員の計 4名で調査を行った。今回

の確認調査対象面積は、約187.7而である。 1ヵ所の試掘坑を設定し、約3.6m2の発掘を行った。これは確

認調査対象地の約1.9％に相当する面積である。

試掘坑 確認調査対象地の中央よりも、やや南西側に設定した。これは用地上の制約等により、最も

発掘に問題が生じないと考えられる地点を選んだためである 。

今回の確認調査では唯一発掘を行う試掘坑であったため、層序の堆積状況等を把握しながら、バック・

ホウによって徐々に掘削を進めていった。現在の畑地面から約22cmの深度まで、現表土（第 0層）が堆

積しており、その下に至って褐色粘質土（第 Ia層）を検出した。更にその下には、第 Ia層よりもやや

明色な褐色粘質土（第 Ib層）が堆積しており、深度約1.3mで暗褐色砂（第 II層）が検出された。この

面以下においては砂層の堆積が続いており、暗灰色砂（第m層）及び赤褐色砂（第W層）が認められた。

最終的に約2.3mの深度まで掘削したが、遺構や遺物等は皆無であり、今回の確認調査対象地に遺跡範囲

が及んでいる可能性は極めて低いと判断された。

3) 基本層序

今回の確認調査における基本層序は、概ね以下のとおりである

第 0層は暗褐色粘質土層で、現表土に相当し、畑地の耕作土である。

第 I層も粘質土で、第 Ia層～第 Ib層に細分される 。畑地に伴う盛土等である可能性が高い。第 Ia 

層は褐色粘質土層、第 Ib層も褐色粘質土粘質土層である 。第 Ib層は第 Ia層よりも、若干明色を呈し

ていた。

第II層以下は砂層で、河川の影響による自然堆積と考えられる。第II層は暗褐色砂層で、直径約 1cm程

度の小礫を多く含んでいた。

第m層は暗褐色砂層で、第 II層よりも暗色を呈するが、同様に直径約 1cm程度の小礫を多く含んでいた。

色調から有機物を含んでいると考えられたため、遺物が包含されている可能性を考慮しながら精査 したが、

遺物等は皆無であった。

第W層は赤褐色砂層で、上位層と同様に直径約 1cm程度の小礫を多く含む。酸化が著 しく、遺構が検出

される可能性が考慮されたため精査を行ったが、落ち込みや遺物等は検出されなかった。

-13-



-。-＝＝＝＝-＝＝＝-――-＝＝＝＝＝＝＝-―
-＝-＝＝＝-=-=＝＝＝＝-＝＝-―
ー＿＿＿―――――_-＝＝＝-＝-＝
-――-＝＝-＝＝＝＝-―-＝＝＝＝＝＝＝-＝＝＝＝-―-＝＝＝＝＝＝-―-＝＝＝＝[-――-

__ ]
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
疇
圃
籠

[

l

冒
区
基

-

m

-

m

-

,

 

4

3

第
亨

lc1

ーロ
賣

[/ 6シ
昆
／
シ
今

8
Q〗
三
QIoQ〗

/
：
ン
[

3 調査のまとめ

5 m 

二暗褐色粘質土層

巳褐色粘質土層

巳亘褐色粘質土層

直暗褐色砂層

二暗灰色砂層

冒赤褐色砂層

上原遺跡第 2次確認調査

本層序柱状模式図 (S= 1 : 20) 

今回の確認調査では対象面積が限定的であったため、僅か 1ヵ所の試掘坑を調査するにとど まった。 し

かし、遺構等の落ち込みや何らかの遺物等は検出されず、当該地点に遺跡がおよんでいる可能性は、極め

て低いと判断された。

当該地点の隣接地では、国道 8号線バイパス建設事業や大規模な河川改修事業に伴って、県教委及び市

教委による試掘・確認調査が数次にわたって実施されている 。それらの調査結果はいずれも、当該地点周

辺において、鯖石川右岸の堤防付近に遺跡が分布する可能性に否定的な結果となっている 。そのため、今

回の確認調査とも整合する 。一方、鯖石川左岸においては、上原遺跡や東原町遺跡等、古代及び中世を主

体とする比較的大規模な集落跡が把握されている 。すなわち、現在の鯖石川の河道形成を考察する上でも、

対照的な結果を提示しているのである 。
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w 上原遺跡（第3次）
-2級河川鯖石川改修工事に伴う第 3次確認調査一

1 遺跡の概要と調査に至る経緯

上原遺跡は、柏崎市街地から北西方向に約 4km、鯖石川と別山川のほぼ合流点に位置する。 2級河川

鯖石川は、蛇行しながら柏崎平野東部を北上し、西中通地区で支流別山川と合流する 。ここからは進路を

西に変え、何度も大きく蛇行しながら日本海へと注いでいる。こ の両河川はかつて合流点付近において小

刻みに蛇行していたことが、今尚残る旧河川の痕跡等からもうかがい知ることができる。そして、本遺跡

は河川合流点の南側、鯖石川左岸側に形成された自然堤防上に立地するものと想定されており、周囲の標

高は約6.5-7 mとなる 。推定地は古くから宅地として開発されており、現在は遺物を採取することも困

難な状況となっている。

西中通地区の沖積地には、古代～中世の遺跡が数多く分布することがこれまでの調査等により確認され

ている。鯖石川右岸では、上原遺跡の西北西に角田遺跡（古墳～近世）が存在し、南東には錬下川原遺跡

（古墳～古代）がやや離れた場所に存在する。左岸では、西側に近接 して東原町遺跡（古墳～中世）が存

在し、南東に境川原遺跡（中世）が存在する 。また、別山川右岸には宮之浦遺跡（古代）が周知化されて

いる 。これらは何れも河川により形成された自然堤防上に立地するものであるが、個々の遺跡範囲や性

格・内容まで把握された遺跡は極めて少ない。角田遺跡については一部において本発掘調査が実施されて

おり、古墳時代から近世まで断続的に営まれた集落跡であったことが唯一明らかとなっている 。当遺跡に

おいては、昭和58年に実施された新潟県教育委員会による分布調査で新発見されたものであるが、これ

まで中世土師器や珠洲焼甕が表面採集されているにとどまり、遺跡の内容等については不明となっている。

このため、遺跡範囲についても遺物採集地点や地形等を基に推定されているに過ぎない。

当該地では、新潟県柏崎土木事務所が主体となる 2級河川鯖石川改修工事が実施されている状況にあり、

今回実施した確認調査も当該工事に伴うものとなる 。昨年11月には遺跡推定範囲の東側隣接地において、

当事業に係る第 1次確認調査を実施した。調査結果としては、調査区内で概ね河川跡やその氾濫原の様子

が確認され、遺跡の存在はみられなかった。また、今年 3月には東北電力が事業者となる鉄塔移設工事に

伴い、鯖石川を挟んだ北側において第 2次確認調査が行われた。ここでも遺跡の痕跡は全くみられなかっ

た。その後、今年度に入り遺跡推定地縁辺部における改修工事が具体化したため、担当部署と協議を繰り

返し調査の準備を進めていった。そして平成 15年 5月20日付け、教文第99号で県教育委員会に文化財保

護法第58条の 2に基づく発掘調査着手の報告を行い、当日から第 3次確認調査を実施した。

2調査の概要

1) 調査の方法と調査面積

調査区は立地・現況等の相違により主に 3地区 (A~C地区）に区分した。西側A地区は現況が畑であ

り、 買収後のためやや荒れた状態となっていた。中央部の B地区は旧宅地であり、近年解体された建物の
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基礎や各区画へ乗り入れる砂利道等が多くを占めていた。このため、発掘可能な範囲はかなり限られ、さ

らに建物の建築・解体に よりその大半は既に撹乱を受けていることが予想されていた。東側C地区は現在

荒蕪地となっており雑草が生い茂った状況にあった。調査用トレンチについては調査対象区内の任意の位

置に逐次設定していき、掘削にあたってはバック・ホウを用いた。なお、調査区の周囲は住宅街となるた

め、安全を考慮し掘削したトレンチは逐次埋め戻していった。

東西約170mにおよぶ調査区は未買収地を概ね 2ヶ所に含むが、その部分については買収後に改めて確

認調査等を実施する必要があるものと判断されていた。また、事業地内には現堤防（兼道路）や堤防内側

の川岸部分も含まれるが、遺跡の広がる可能性が生じた場合のみ調査の対象とすることとした。このよう

な状況から、現時点で調査が可能な状況となる調査対象面積は、約2,500面となり、発掘した計 9つの調

査用 トレ ンチの総面積は約90.5m'とな った。このため、今回の確認調査では対象面積の約3.6％を発掘し

た計算となる 。

2) 調査の経過とトレンチの概要

確認調査は学芸員 2名を中心とする調査員 4名で進めていき、平成15年 5月20日～21日と延べ 2日間

をもって終了した。天候は両日とも薄曇りとなり、スムーズに調査を実施することができた。調査用トレ

ンチはA地区に 2ヶ所、 B地区に 6ヶ所、 C地区に 1ヶ所と合計 9ヶ所に設定した。

<A地区＞

第 1トレンチ A地区西側に設定した。現況は旧畑地であり、その中でも若干標高が高い部分であった。

重機による掘削を開始すると、耕作土となる現表土以下には赤土を主体とした土層（第 II層）が盛土され

ており、その下には締まりの弱い旧表土（第11I層）がみられた。A地区は上原集落内では概して標高が低

く、近年宅地として利用された形跡はみられない。また、 トレンチ内の堆積状況からも、畑地として整地

する目的で何度か盛土が行われていた部分として理解される 。以下、深度約80cmで地山層と考えられる

灰黄色粘質土（第VI層）が検出された。本層上面を A地区における構確認面とみなしたが、遺構は確認で

きなかった。この地点での地山層は、やや還元化した色調で軟弱であることから、遺跡の立地に適さない

環境下にあった地点と想定される。

第 2トレンチ A地区東側に設定した。表土は比較的厚く、その下部は第 1トレンチの旧表土（第11I層）

と類似していた。表土直下には地山に黒色土の混ざる暗黄褐色土（第V層）と、灰黄色を呈する地山層が

堆積していた。地山層は第 1トレンチと同様に軟弱な土質であり、掘削後しばらくすると底面から地下水

がしみ出す様子が観察された。本トレンチ内からは現代のゴミ穴が検出されただけで、遺構・遺物は見ら

れなかった。

<B地区＞

第 3トレンチ B地区南西部に設定した。B地区のほとんどが旧宅地であり、近年実施された住宅の解

体に伴い固囲一帯が整地された状況であった。このため、建物跡を示すコンク リート 基礎とその週辺部分

は、遺跡が存在した標高以下まで撹乱を受けている可能性が高いと考えられた。本 トレ ンチの周囲にも瓦

礫混じ りの暗灰褐色を呈する整地層（第 0層）が地表面に広がっていた。掘削していくと、深度約70cm 

まで撹乱されている状況であり、その直下から青灰色～黄褐色を呈する粘質土層（第VII層）が検出された。

これはA地区の地山層とほぼ同質のものであった。

第 4トレンチ B地区の中央付近に設定し、建物の基礎と基礎の間を縫うように設定した。第 3トレ ン
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チと同様に地表面が整地層であったため、地下は大幅に撹乱を受けていると想定された。しかし、整地層

は深度約20cm程度でみられなくなり、その下には建物解体以前の表土（第 I層）が残されていた。表土

以下には水成堆積層とみられる灰黄褐色粘質土（第W層）がみられ、深度約50cmからは炭化物を主体と

する黒褐色粘質土（第VI層）が検出された。こ の層からは土師器片が検出され、遺物包含層と判断された

(11点出土）。本層を慎重に掘削していくと、地下約60cmで地山層である灰黄褐色粘土が検出された。上

部で遺構確認を実施したと ころ、少なくとも 4甚のピ ットが確認された。任意で 2基を半戟すると、内一

つは中央に明確な柱痕がみられ柱穴であると判断された。

第 5トレンチ B地区の北西隅に設定した。建物基礎部分からは距離を隔てており、地表面に整地層は

広がっていなかった。表土の下には赤土を主体とする盛土層（第 II層）がみられ、その下に旧表土（第11I

層）が堆積していた。さらに深度約60cmで黄灰色を呈する粘質土が検出された。この地山層は堆積に緩

い傾斜が確認でき、局地的な旧地形の変化を示すものとしてとらえられた。

第 6トレンチ B地区の中央付近、第 4トレンチの南側約 13mに設定した。堆積状況は第 4トレンチと

同様の状況であった。遺物包含層（第VI層）から古代の遺物が多量に出土したため (52点）、 一部で遺構

確認のため掘り下げた以外は包含層を保護した。遺物は土師器の他に須恵器も出土し、遺構は僅か約1.5

面の範囲に 5基が検出された。

第 7トレンチ B地区中央を南北に走る砂利道部分に設定した。路盤層は比較的浅く、深度約25cmでと

ぎれ、以下には還元化した層が厚く堆積していた。深度約50cmで検出された暗青灰色粘質土（第V層）

は、腐植物を少量含み、 締まりに乏 しく、湿地や沢に堆積した土層の可能性が考えられる。その下深度80

cmで腐植物を含まず粘性の強い黄褐色粘質土がみられた。この地山層は一方に深く落ち込んでおり、沢地

形の肩部を示すものとしてとらえる ことができる 。

第 8トレンチ第 7トレンチの北側に近接するよう砂利道沿いに設定した。地下の状況は第 7トレンチ

と酷似したものであり、地下には還元化した土層だけが堆積していた。B地区を縦断する砂利道付近は、

本来水路や沢地形となる湿地性の強い部分であったため、宅地として転用することは無く、埋め立て後に

集落道として利用されてきたものと想定される 。現在は、 B地区とした宅地を西側から回り込むように鯖

石川に延びる排水路が存在しているが、それ以前は現道付近から排水していた可能性も想定される。

<C地 区＞

第 9トレンチ C地区に唯一設定したトレンチであり、調査区の最も東側で発掘したトレンチとなる 。

周囲は荒蕪地であ り、雑草が一面に生い茂っている状況であった。この部分は旧河道跡に程近く、当初遺

跡の存在する可能性は低いものと想定さ れていた。 しかし掘削を開始すると、約60cmの深度から暗褐色

を呈する粘質土（第VI層）が検出され、この層から古代の遺物 2点が出土した。深度約70cmで酸化の強

い粘質土がみられ、地山層と判断された。遺物量が多くなかったたため、包含層を掘削しトレンチ内の遺

構確認を実施した。その結果、土坑とピットが計 7基検出された。遺構の覆土は概ね 2種類の色調が観察

され、遺構時期の相違等を示す可能性も考えられるが、遺物等が伴わないため実態については不明である。

3) 基本層序

調査区は現況により当初A~C地区に 3分割したが、実際にはB地区と C地区の土層堆積状況に共通性

がみられたため、 基本層序についてはA地区と、 B・C地区の 2つに分けて整理 した。検出された土層は

A地区では 6層、 B・C地区では 7層にそれぞれ大まかに分類した。
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第12図 上原遺跡第 3次確認調査検出遺構等見取図

A 地区第 I層は暗茶褐色土であり、現況となる畑地の耕作土である 。第II~W層までは第 1トレン

チのみで検出された土層である 。第II層は灰黄色～黄褐色を呈する粘質土であり 、地山を主体とするが、

締まりに乏しく混入土も認められ、盛土・整地層としてとらえられる 。第11I層は暗褐色粘質土である。締

まりに乏しく、第 II層を盛土する以前の旧表土であったと想定される 。第W層は黄褐色粘質土である。色

調が均ーで粘性・締まりが認められ、自然（水成）堆積層であると思われる 。第V層は暗黄褐色～暗茶褐

色を呈する粘質土である 。炭化物を含み粘性・締まりに富む。第VI層は灰黄色粘質土であり、本地点の地

山層としてとらえられる 。これまでの確認調査を踏襲 し、 本層上面を遺構確認面としたが対象とする時期

の遺構等は検出されなかった。

B・C地区第 I層は暗灰褐色土であり、両地点における表土である。砂利道内に設定した第 7・ 8ト

レンチ以外のトレンチで共通してみられた。第 I層より上位と判噺される盛土・整地層、および道路に係

る層は一括して第 0層とした。第II層は灰黄色粘質土であり、地山を主体とする盛土である 。第11I層は暗
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第13図 上原遺跡第3次確認調査基本層序柱状模式図 (S= 1 : 20) 

茶褐色粘質土である 。炭化物を多く含み、旧表土と考えられる 。第 5.第 9レンチで第 II層の下部から検

出された。第W層は暗灰色～黄灰褐色を呈する粘質土であり、粘性・締まりが認められる 。第V層は暗青

灰色粘土である 。第 7.第 8トレンチにおいて地山層の上に検出された。本来の標高が局地的に低い地点

に堆積した土層であり、腐植物を少量含むことからも沢地形に堆積したものと想定される 。第VI層は炭化

物を主体とする黒褐色粘質土であり、平安時代の遺物を包含する層である 。非常に締まりが強い特徴をも

ち、第 4.第 6•第 9 トレンチの 3 ヶ所で検出された 。 層厚は平均して 10cm前後であり、標高 5.8 m前後

で検出されている 。第軋層は暗青灰色～黄褐色を呈する粘質土である 。本地点における地山土としてとら

えられ、上面を遺構確認面と判断した。本層は遺構の検出されたトレンチでは非常に締まりが強いが、そ

れ以外では概ね軟弱であ った。また、上位に遺物包含層の存在するトレンチにおいては、本層上部が包含

層との漸移的性格が強いものであ ったが、遺構を極力保護するために上部以下はあえて掘削しなかった。

出土遺物（第 14図1~5、図版10)

第 4•第 6. 第 9 トレンチより平安時代の遺物が出土している 。 出土量は 55 点と多いものの、小破片

4) 

がほとんどを占め図化可能な個体だけを抽出し掲載した。

1は、土師器長甕の体部破片である 。外面に平行線文の叩き目がみられ、炭化物の付着 も認められる 。

焼成はやや良好で、色調は橙色を呈する 。胎土はやや緻密であり、白色砂粒の混入が目立つ。外面には炭

化物の付着が認められる 。第 4トレンチ包含層からの出土である。
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第14図 上原遺跡第 3次確認調査出土遺物

2 ・ 3は、須恵器の無台杯である。2は底部破片資料であり、底径は推定で6.8cmを計り、残存高は2.8

cmである。底部には不明瞭ながら回転ヘラ切り痕が観察できる 。焼成は良好で、色調は灰白色を呈する。

3は全体の約 1/2が残存する。口径は 12.2cm、底径は7.0cm、器高は3.6cmとなる。底部には回転ヘラ切

り痕が見られる。焼成は普通で、色調は灰白色を呈する。 2点とも胎土は精良で径 1nun程度の白色砂粒を

多く含む。第 6トレンチ包含層からの出土した。

4は、須恵器の横瓶であり、形状や調整痕等の特徴から側端部（非閉塞・底部側）の破片と判断される。

外面の胴部側には平行叩き目が施され、側端部にはロクロ回転時に形成されたカキメが叩き目の上に重な

る。一方、内面には同心円当て具痕がみられ、底部は顕著な叩き出しにより整形されている。胎土は精良

で径 2mm以下の白色砂粒を多く含む。焼成は良好で、色調は灰白色となる。

5は、灰釉陶器の底部資料である。底部の器形や、内外面における釉薬の溶解状態の相違から、いわゆ

る袋物（甕・壷．瓶）と推定される。口径は9.0cm、残存高は5.1cmである。外面はほぼ底部付近まで灰釉

（オリーブ灰色）が施され、内面は全体に施釉がおよぶ。高台とその付近にはヘラ削り痕が顕著に観察さ

れる。胎土は灰白色を呈し非常に堅緻であり、焼成も良好で硬質のものとなる 。諸特徴から概ね 9世紀前

半に比定可能である。第 9I、レンチの壁面から 出土した。

3 調査のまとめ

ロー2

□三 ニ
3
 

この度実施した第 3次確認調査は、ようやく上原遺跡の存在を確認することができた調査といえる 。

B ・C地区における出土遺物は平安時代 (9世紀前半主体）のものに限られ、当初遺跡の主体時期とみら

れていた中世のものは確認できなかった。このことから、本遺跡はひとまず平安時代～室町時代までの時

期幅をもつ、複合的な集落跡の可能性をもつ遺跡としてとらえていく必要があろう 。ただし、 B・C地区

内については平安時代の集落のみが広がる部分として理解されるものである。

本遺跡に係る調査は今後も継続する必要があり、遺跡の範囲や詳細な内容ついて徐々に明らかとなるも

のと考えられる。そして、西中通地区における古代～中世集落の様相が解明されていくことが期待される。
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v 軽井川南遺跡群（第 2次）
ー産業集積団地（柏崎フロンティアパーク）造成に伴う第 2次試掘．確認調査一

1 調査に至る経緯

軽井川南遺跡群は、柏崎市街地から南東方向に約 5km、大字軽井川地内南側に位置し、地形的には柏

崎平野の南部に広がる標高20~30 m程度の中位段丘内に立地するものである。 「柏崎学園ゾーン」内には

産業集積団地周辺に分布する当遺跡群と、新潟工科大学周辺に分布する藤橋東遺跡群が主に存在する 。こ

の学園ゾーンとは、市内大字藤橋・軽井川・堀地内に設定されたおおよそ 152haにおよぶ広大な区域とな

り、 2つの大学建設後にも産業集積団地や環境共生公園造成等の大規模事業が計画されている。

藤橋東遺跡群については、平成 5~6年度新潟工科大学建設に伴い、事前に柏崎市教育委員会により用

地内の発掘調査が実施されている 。約18haとなる用地内には計15遺跡が確認されており、その内14遺跡

について発掘調査を実施している (1遺跡は保存）。遺跡の時代は縄文時代から中世・近世におよぶ。各

種遺跡の立地としては、台地上には縄文集落や陥し穴群が営まれ、中世・近世の塚も構築されていた。ま

た、丘陵斜面部分には多数の製鉄遺跡の分布が確認された。個々の件数については、縄文集落（含陥し穴

群） 3件、塚 3基、製鉄関連遺跡 6件、その他古代・中世集落や木炭窯のみの遺跡が合わせて 3件という

内訳となる。

一方、当該遺跡群については、産業集積団地（柏崎フロンティアパーク）の造成計画が浮上した平成10

年以降から現地踏査を実施し、その存在が徐々に明らかとなってきたものである 。その結果、約26haの

用地内に製鉄関連遺跡 2件、塚 7基 (2群）の計 9遺跡が周知化されている。しかし、発見された遺跡の

規模、そして 9遺跡以外の存在等については未だ不明確なままであった。そして、平成 14年度中に事業

の実施日程が具体化し、用地内の買収も進んだ状況となった。このため、年度末に事業者側との協議する

中で、遺跡数の特定や発掘費用試算等の目的から、市教委が買収済用地内における試掘・確認調査を依頼

されるに至ったものである。

文化財保護法第57条の 3に基づく埋蔵文化財発掘の通知は、周知化されている下ヶ久保c遺跡、下ヶ

久保D遺跡、下ヶ久保の塚群1号～ 3号塚、大善寺の塚群 1号～ 4号塚、計 9件に対して、平成 15年 4月

25日付けで地域振興整備公団新潟開発所長から提出された (03.04.25地公新潟開第 3号）。柏崎市教委は

それぞれ要確認調査の取り扱い意見を添え、計 9通を同年 5月7日付けで県教育委員会に提出した（教文

第50の 2～第58の 2)。その後、県教委より 9遺跡に対し、同年 5月13日付け教文第 193号～第201号に

よりそれぞれ確認調査を実施するようにとの指示がなされている。そして、同年 5月21日付け教文第89

号～第89の 8で市教委が文化財保護法第58条の 2に甚づく発掘調査の報告をし、翌日 22日から試掘 ・確

認調査を開始した。

2調査の方法と調査面積

今回の調査は当該事業地内に所在する遺跡（群）を対象としたものであり、既に周知化された 2遺跡に
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第15図 産業集積地事業用地における第 2次試掘 ・確認調査対象区位置図
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対する確認調査と・地形等から遺跡の推定される 8地点に対する試掘調査という内訳となる 。調査担当職

員を含む調査員計 4名で調査を進めていった。発掘調査は平成 15年 5月22日に開始し、 6月9日に終了

した。よって、調査日数は延べ13日間を要し、調査員延べ52人となる（準備・予備調査等は除く）。遺跡

群の現況は概ね山林であるため、調査にあたっては事前に遺跡（推定地）内の樹木伐採を実施してもらい、

その伐採箇所を主な調査対象範囲とした。 トレンチの発掘は小型のバック・ホウを使用したが、調査区の

現況や進人経路等の諸条件により使用する重機を変更・入替えする必要があった。なお、当該事業地は軽

井川地区南部に所在する丘陵内に相当するが、この丘陵部は中央に谷や道路を挟み地形的に東西に 2分さ

れる。このため、東半を東側丘陵部・西半を西側丘陵部と以下便宜的に呼称する 。

遺跡群全体 ・全 10遺跡（地点）の調査対象面積は約 11,988面であり、発掘したトレンチの総面積は計

約775而となる 。よって、対象面積のの約6.5％を発掘した計算となる 。ただし、各遺跡・地点の調査面

積（発掘比率）は諸条件により多寡あるため、以下、遺跡・地点毎にそれぞれ別途記載した。

3 各調査区の調査概要

1) 大善寺地点

調査区の概要 今回実施した試掘・確認調査の開始地点となり、 5月22日の 1日で調査を実施した。

固囲の地形は、東側丘陵部の北側に位置する平坦部であり、標高は30m前後となる 。その面積は約12,000

面ともなる広大な部分であり、当初、大規模な縄文集落等の存在が想定された。現況は山林および畑地で

あった。その中で、重機で掘削可能な畑地部分を今回の調査対象とし、試掘対象面積は約3,200面 (I

区＝約2,150m2 • II区＝約 1,050m2) となった。計62面の面積で試掘用トレンチを発掘したため、対象の

約2.3％を発掘したこととなる 。北側の畑地部分を I区、南側畑地部分を 1I区とした。

トレンチの概要（第 16図、 26P) I ・ II区、両地区で計 9ヶ所のトレンチを発掘した。

I区では＝ 5 ヶ所 (TP-1~5) 、 II 区では 4 ヶ所 (TP-6~9) にトレンチを設定し発掘をした 。

何れのトレンチでも遺物・遺構ともに検出できなかった。畑地の多くは耕作により若干の掘削を受けてい

るが、旧地形を大きく改変された地点は確認できなかった。また、調査区内において表採を実施したもの

の、とくに遺物は採集できなかった。

基本層序（第 18図、 27P) 本地点で確認された土層は概ね 4層となる 。

第 I層は暗茶褐色土であり、当該地にみられる表土（耕作土）である 。粘性はややあるが、締まりは乏し

い。第1I層は茶褐色土であり、第 I層と第m層の中間的特長をもつ ことから、両層の漸移層としてとらえ

られるものである 。第m層は明茶褐色粘質土であり、当該地の地山に相当する 。炭化物等の混人物は含ま

ず、粘性・締まりはやや強い。本地点以外の丘陵部となる調査地点でも この層を遺構確認面とし、試掘 ・

確認調査を進めていった。第W層は黄色粘土であり、深掘りした TP-1で深度約70cmから確認された。

上部の色調は黄色であり、下部は淡黄色を呈する 。粘性・締まりは極めて強い。

小 結 平成 13年度にも今回の調査区間辺で試掘調査が実施されているが、同様の状況であった。遺

物・遺構が全 く検出されない ことから、当地点に遺跡の立地する可能性は極めて低いと判断される 。

2) ショリ 田A遺跡

調査区の概要 事業地内における西側丘陵地の平坦部に立地し、現況は山林と畑および荒蕪地となる 。
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荒蕪地には丈の高い草が生い茂っており、事前に下草刈りを実施してから調査実施する必要があった。平

坦部の標高は約30m となり、総面積は概ね 5,000 面となる 。 調査は 5 月 23 日・ 26~27 日の 3 日間に渡り

実施 した。事業地内の試掘調査対象面積は約2,650m2 (I 区＝約 1,500 面• II区＝約1,150面）に限定し、

発掘 したトレ ンチは計12甚、面積は約105m2となる。よって、対象の約4.0％を発掘した計算となる。

トレンチの概要（第 17図、 26P) 北側畑部分を I区とし、計 6ヶ所にトレンチを発掘した (TP-1 

~ 6)。南半部に設定した TP-4からは微細な土師器片 1点が検出されたが、その他のトレンチからは

遺構・遺物は検出されなかった。また、耕作土表面において遺物を採集することはできなかった。

南側に広がる荒蕪地部分を I1区とし、計 6つのトレンチを発掘した (TP-7 ~ 12)。全 トレンチか ら遺

物が出土し、南側の 4つのトレンチ (TP-7 ~ 10) からは遺構（柱穴・ピット）が検出された。遺構の

所属時期については不明であるが、出土遺物は縄文土器と古代の土師器・須恵器が主体となり、 II区週辺

には縄文時代および古代の集落跡が重複して存在することが明らかとなった。地形観察による所見からも、

II区の南側に広がる平坦部に集落跡の中心があると推定される。そして、［区は古代の遺物が 1点のみの

出土であり、古代にける集落跡の隣接地と理解される 。そして遺構の検出状況や地形から類推すると、当

遺跡の想定範囲は約5,000m2となる 。

基本層序（第19図、 27P) 当調査区で検出された土層は概ね 3つの層に分類できる 。

第 I層は暗茶褐色土であり、当該地に広がる表土である 。第II層は暗灰黄褐色土で、下部から縄文土器と

古代の土師器・須恵器が出土する遺物包含層である 。出土遺物に大幅な時期差がみられるが、今回の調査

では本層をさらに分層することはできなかった。第Ill層は灰黄褐色を呈する締まりの強い粘質土であり、

当該地点の地山となる土層である。本層の上面を遺構確認面とし、ピット状の遺構が複数検出された。

小 結 東側丘陵に位置する大善寺地点に類似する地形であり、同様に縄文集落の存在が想定された地

点であった。大善寺地点については遺跡の存在が確認できなかったが、当該地点では縄文時代および古代

に集落が営まれていたとが今回の試掘調査により確認された。丘陵平坦地のほぼ中央には縄文時代と古代

の集落跡が重複して存在するものと判断され、検出された遺構はその両時期のものが混在するものと判断

される 。また、調査区内には今日まで使用されてきた幅 1m程の旧道が走っているが、古くから周辺集落

を結ぶ林道としての役割をもつものであり、古代から使用されていた可能性も考えられる。

3) 谷地C地点

調査区の概要西側丘陵部の尾根上に立地し、現況は森林である。標高は平均28mとなる 。尾根上の幅

15 m足らずとなる狭い平坦地であるため、小規模な縄文集落や陥し穴群の存在が当初想定されていた。事

前に平坦地の中心部付近の樹木伐採を済ませ、この部分を今回の調査の対象とした。 5月26日に調査を

実施し 1日で終了となった。試掘調査対象面積は約560面であり、試掘調査では約34面を発掘した。よっ

て、対象面積の約6.0％を発掘した計算となる。

トレンチの概要（第20図、29P) トレンチは切り株を縫うように任意の位置で計 4基 (TP-1 ~ 

4) を発掘したが、何れのトレンチでも遺物・遺構ともに検出されなかった。

基本層序（第22図、 30P) 調査区では概ね 2層の土層のみが確認された。

第 I層は暗褐色土であり、当該地の表土である 。腐植物を多く含み、粘性はややあるが、締まりに乏しい。

第II層は茶褐色粘質土である地山であり、本層上面で遺構の有無を観察した。また、本層を部分的に約30

⑩深堀りしたが、特に変化はみられなかった。
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小 結 発掘した 4つのトレンチから遺構・遺物ともに検出することはできなかった。こ のため、本地

点に遺跡の存在する可能性は否定的と判断される 。

4) 谷地A遺跡

調査区の概要 西側丘陵部の東側斜面に立地し、現況は山林部分である 。斜面でも沖積地に程近い下半

部に相当し、丘陵が舌状に僅かに張り出した地形部分となる 。標高は 10-20m となり、上下でかなりの

比高差がある 。当初、地形状の特徴から、 この地点には製鉄関連遺跡が立地する可能性があると想定され

ていた。 5月27・ 28日の 2日間に渡り調査を実施した。試掘調査対象範囲約561面に対し約76m2を発掘

し、対象の 13.5％を発掘した計算となる 。

トレンチの概要（第20図、 29P) 調査区内における任意の位置に計 8つのトレンチを発掘した。

調査区は主に上部の傾斜が緩い部分と、下部の傾斜地部分に分けられる 。上部には細かく 4つのトレンチ

(TP-1~ 4) を設定し、下部にはやや間隔を空けて大きめの 4つのトレンチ (TP-5~8) を配置

した。初めに上部側からトレンチを掘削したが、何れのトレンチからも遺構や遺物は検出されなかった。

次に調査区下半に設定した 4つのトレンチ (TP-5 ~8)から計 2基の半地下式木炭窯が確認された。

基本層序（第23図、 30P) 本地点の調査で確認された土層は 2層となる 。

第 I層は暗茶褐色土であり、表土に相当する 。腐植物を多く含み、締まりに乏しい。層厚は 10cm以下と

なり、平坦地と比較すると概して薄い。これは丘陵斜面部の堆積作用が比較的弱い ことを示すものとして

とらえられる 。第 II層は茶褐色粘質土であり、当該地点の地山に相当する 。粘性 ・締まりは強い。本層上

面で遺構確認を実施する こととした。 しかしながら、検出された半地下式木炭窯は、第 II層上面では明確

なプランを確認する ことが困難であり、若干掘り下げる ことで明確なプランを確認する ことができた。

小 結 調査区の下半部から半地下式木炭窯が 2基確認された。このため、斜面下部に木炭窯数碁が立

地する製鉄関連遺跡が存在すると判断される 。製鉄炉および廃滓場については今回の調査では未確認であ

るが、周囲に立地・存在する可能性も考えられる 。ただし、製鉄炉は遺跡の最下部に設定される ことが多

いため、東側となる斜面最下部に現存する農道の建設時に既に煙滅している ことも想定される 。推定され

る遺跡範囲（約1,700m2)は、今回の調査対象範囲よりも南北に広がる ことが想定されるが、東側は前述

のように農道建設時に掘削を受けており、 これより東側に遺跡が現存する可能性は低い。

5) 下ヶ久保A遺跡

調査区の概要 谷地A遺跡の北側約 100m、谷一つ隔てた丘陵斜面部に立地する 。標高は 12~ 18 mを

測り、現況は叫沐部である 。地形的には谷地A遺跡に類似し、やや緩い傾斜となる当該地点にも製鉄関連

遺跡の存在が想定された。調査区の設定においては、 遺跡推定地の北側ほぼ半分が未買収地とな っている

ため、南側のみを今回の試掘調査の対象 とした。調査ではこの丘陵部分 (I区）と共に、南東側の水田部

分 (Il区）についても実施した。水田部分の調査区については、当初試掘調査の予定には含 まれていなか

った部分である 。 しかしながら 、試掘調査の傍らに実施した現地踏査により水田の畦か ら微細な土師器片

が採集 されたため、 急 きょ試掘調査を実施したものである 。幅の狭い沖積地となるが、鉄遺産に関連する

建物跡や水場遺構等の存在も否定できない地点であった。水田には所々に雨水が溜ま ってお り、容易にぬ

かるむ状況であった。このため、湿地でも移動可能なバッ ク・ ホウに変えて調査 を実施する必要があ った。

5月29・ 30日の 2日間で調査を実施した。
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l区の調査対象面積は約612可であり、発掘した計 6つのトレンチの面積は約481112となる 。こ のため、

対象の約7.8％を発掘した計算となる 。一方、 II区の調査対象面積は約1,050面であり、発掘した 6つのト

レンチの総面積は約58m2となる 。よって対象面積の約5.5％を発掘した計算となる 。また、 I・ II区を合

わせた調査面積は、総対象面積の約6.3％となる。

トレンチの概要（第21図、 29P) I 区 • II 区共に 6 つのトレンチを発掘し (I 区＝ TP-1~6 、

II区＝ TP-7 ~12) 、計 12基のトレンチとなる 。

I区では、調査区北寄りの 4つのトレンチから製鉄関連遺構が検出された。TP-1からは半地下式木

炭窯と思われる焼土や鉄滓の混入する大型遺構1基が検出された。隣接する TP-2・3からもほぼ同様

の覆土をもつ遺構がそれぞれ 1基ずつ検出された。また、 TP-4からも木炭窯の一部と思われる、覆土

に焼土が混入する遺構が 1基検出された。これらの遺構検出状況における位置関係から、概ね 3甚の木炭

窯の存在が想定される。調査区南側となる TP-5・6からは、同一のものと思われる大きな落ち込みが

検出され、覆土の観察から浅い沢跡や風倒木痕等の存在が想定される 。

II区の調査では全 6基のトレンチ内から大規模な沢跡が検出された。沢跡には腐植土の中に流木等が混

入している様子が観察された。東西の幅は調査区全体にもおよび、 TP-7~9 の間では、沢跡の両端が

幅約25mの距離を隔てて確認された。一方、TP-10~ 12の間では、 TP-12で沢の東端が検出された

ものの沢の幅まで確認することはできず、想定される幅は50m以上にもなる 。よって、水田部分となる

沖積地のほぼ全体に沢がおよぶものと判断される。 TP-7で深掘りを行ったが、沢跡の底面を確認する

ことはできず、その深さについては全くの不明である。また、水田直下には概ね50cmにおよぶ盛土がな

されており、盛土内に土は木炭・鉄滓が多く含まれていた。

基本層序 （第 24 図•第 25 図、 32 P) 丘陵部となる I区から確認された基本層序は 2層となる 。

第 I層は暗茶褐色土であり、当該丘陵地に堆積する表土である。やや緩い傾斜地となる調査区では、谷

地A遺跡よりも表土が厚く堆積する状況が確認された。第II層は茶褐色粘質土であり、地山と判断される

ものである 。本層上面から複数の製鉄関連遺構が検出されている 。TP-1では本層を約40cm掘り下げ

たが特に変化はみられなかった。

沖積地となる II区の土層は概ね 3層に分類した。第 I層は黄灰色粘土であり、水田耕作土である 。水分

を多く含み粘性が強い。第II層は灰色～暗灰色粘質土であり、上部第 IIa層は灰色、下部第 IIb層がやや

暗色の暗灰色を呈していた。これらは水田を造成するために厚く盛土された土であり、木炭や鉄滓を多く

含む層である。また、僅かながら土師器片も混人 していた。こ れらの混入物から判断すると、水田造成時

にI区周辺の斜面部を掘削し、沖積地に盛土した土層の可能性が高い。ただし、第 IIa層には遺物が少量

しか混入していなかったが、第 IIb層には多量に混人している点で相違が認められる。第m層は還元化の

強い暗青灰色粘土であり、粘性・締まりともにかなり強い。本層を II区の遺構確認面として遺構の有無を

観察していった。沖積地に広がる沢跡についても、概ね本層上面から検出されたものであった。

小 結 I区とした丘陵部は、検出された遺構から谷地A遺跡と類似する性格の製鉄関連遺跡と判斯さ

れ、やや谷地A遺跡よりも遺構密度が高い遺跡の内容が想定される 。遺跡範囲は、地形から主に調査区北

側に遺跡範囲（約3,000m2)が延びる可能性が高い。一方、調査区東側には丘陵の裾に添って農道が建設

されており、斜面下端を大きく開削して構築されている 。このため、道路建設時に斜面裾部分に存在する

遺構（製鉄炉・木炭窯等）が破壊されている可能性が高く、遺跡の遺存状態は低いものと考えられる。

II区ではとくに遺構は検出されず、調査区のほぼ全体におよび沢跡（自然流路跡）が発見さ れた。これ
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は、現水田部分には造成前までは大規模な沢が広がっていた ことを示しており、遺跡のおよぶ可能性は低

いといえる 。後 日の地元住民の話でも、水田造成時には付近の山の斜面を削って盛土・整地したとの情報

を得た。現在、I区の北側には土取りによる巨大な窪地が存在し、その状況を裏付けるものと判断される 。

6) 下ヶ久保B地点

調査区の概要 事業地における東側丘陵部の斜面に立地する。下ヶ久保A遺跡の東側約100mの距離に

沖積地を挟んで位置する 。標高約 13~ 18 mを計り、概ね急斜面となる 。傾斜が緩やかとなる丘陵の裾野

部分は道路建設時に大きく掘削を受けている 。こ うした地形から、バック・ホウが調査区を移動する際は、

慎重に作業を進めていく必要があった。 6月2日に調査を実施し、 1日で終了した。約334面を試掘調査

対象とし、計 5つのトレンチ・約44面を発掘した。こ のため、対象の約13％を発掘したこととなる。

トレンチの概要（第21図、 29P) 調査区内には計 5つのトレンチ (TP-1 ~ 5) を発掘した。

何れのトレンチからも遺物・遺構は検出されなかった。各 トレンチとも検出された土層の厚みがほぼ均

等であり、調査区内に地形変化が乏しいことを反映するものととらえられる。

基本層序（第28図、 36P) 調査区内のトレンチからは 3つの土層が確認された。

第 I層は暗茶褐色土であり、当該地の表土である。落ち葉等の腐植物を含み、堆積は概ね 5cm程度と薄

い。第 II層は暗黄褐色粘質土であり、第 I層と第m層の漸移的な性格をもつ土層である 。第11I層は明黄褐

色粘質土であり、当該地の地山に相当する。地表面から約30cm前後の深度で検出され、粘性・締まりは

強い。本層上面で遺構の有無を確認していった。

小 結 調査の結果としては、調査区内から遺物・遺構共に検出されず、遺跡の存在は否定的と判断さ

れる。当該地点の旧地形は、丘陵が舌状に沖積地に伸びるものであったであったものが、道路建設時にそ

の先端部が大きく開削されている 。こ のため、遺構が斜面下部に集中していた場合は、既に煙滅している

可能性もある 。また、開削部の一部が現在露頭として観察できるが、遺構や遺物の存在は確認できない。

7) 下ヶ久保D遺跡

調査区の概要 下ヶ久保D遺跡は、東側丘陵部の斜面に位置する周知の製鉄関連遺跡である。平成 10

年に実施した現地踏査で当該地から鉄滓を採集し、遺跡として周知化されたものである。遺跡推定範囲は

概ね3,000面が推定されている 。標高15m前後で、広く緩やかな斜面部である 。同じ製鉄遺跡となる谷地

A遺跡や下ヶ久保A遺跡が尾根の先端部に立地するのに対し、当遺跡は尾根の側面に立地することが異な

った特徴となる。 6月2日～ 4日までの 3日間で調査を実施した。確認調査対象範囲は推定範囲の西半部

に相当し約 1,001面と広い。計20基のトレンチを発掘し、総面積は約198面となった。このため、対象面

積の約19.8％を発掘したこととなる。

トレンチの概要 （第26図、 35P) 全20基のトレンチを発掘した (TP-1 ~20)。

トレンチの位置は概ね、斜面の上段 ・中段 ・下段の横 3列に配列するよう心掛け設定していった。しか

しながら、伐採後に残された切り株が無数に存在し、これを避けるように各トレンチを設定する必要があ

った。このため、実際にはほぼ任意の間隔 ・ 配置となった 。 計 8 つのトレンチから遺構•もしくは遺物が

検出されている。

まず、西寄りの TP-4からは微細な土師器片が検出された。西側下段に位置する TP-8からは、鉄

滓と大量の焼土を覆土とする土坑 l基が検出された。ほぼ中央に位置する TP-12からは、焼土を覆土
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第27図 下ヶ久保 E地点トレンチ配置図
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とするピットが 1甚検出された。中央上段に位置する TP-14からは古代の土師器椀が 1点出土した。

その他、風倒木痕と思われる不明瞭なプランも検出されている 。下段中央の TP-16からは土器片が 1

点出土している 。中段東寄りに位置する TP-17では土師器の椀が 1点出土しており、 TP-18からは

焼土を多く含む大型の土坑が 1基検出された。特に鉄滓の混入はなく、木炭生産に伴う遺構の可能性があ

る。TP-18の東側に近接する TP-19からは木炭窯 l基と、土坑 1碁が検出された。東端に位置する

TP-20からは風倒木痕と思われるプランが 1基検出された。

基本層序（第29図． 36P、第30図． 38P) 当遺跡では概ね 3つの土層が確認された。

第 I層は暗茶褐色土であり、腐植物を含む表土である 。層厚は概ね 10cm以下となる 。第II層は茶褐色土

であり、層の厚みは局地的に異なる 。本層の下部からは少量古代の遺物が検出され、遺物包含層としてと

らえられる 。第m層は黄褐色粘質土であり、地山に相当する。粘性・締まり共に強い。本層上面を遺構確

認面として調査を進めていった。表土の傾斜と地山の傾斜はほぼ同じであり、当地点の地形はこれまで大

きな変化はないものと判断される。

小 結 調査結果や地形観察から、遺構分布範囲は約3,200而とかなり広い範囲が想定される 。ただし、

調査で検出された遺構は、木炭窯 1基、土坑 2碁、ピット 1基のみと少なく、遺構密度は決して高いもの

とはいえない。また、製鉄炉や廃滓場の存在については確認されず、当遺跡は木炭窯を主体とするエリア

と考えられる。一方、谷を隔てた斜面には製鉄炉を有する下ヶ久保c遺跡が存在し、製錬作業を中心とし

たエリアと想定される。そして両者の位置関係から、下ヶ久保C・D遺跡は同時期に操業された一連の製

鉄関連遺跡の可能性が高い。

なお、下ヶ久保の塚群・計 3基が当遺跡および下ヶ久保C遺跡に隣接して存在するが、今後本調査を控

えているため今回の確認調査の対象とはしなかった。

8) 下ヶ久保c遺跡

調査区の概要下ヶ久保c遺跡は、下ヶ久保D遺跡の南東部に沢を挟んで隣接する周知の遺跡であり、

同様に平成10年に実施した現地踏査で発見された製鉄関連遺跡である 。発見当初から、尾根の先端付近

に大量に鉄滓が露出している廃滓場 l箇所が確認されているものの、固囲の地下の状況については全く不

明であった。ただし、露呈する鉄滓の特徴や量から、廃滓場直上には半地下式竪型炉の存在が想定されて

いる 。 6月5日の 1日で調査を実施した。調査区は廃滓場をほぼ中心として設定し、確認調査対象面積は

約576m'であり、発掘した 6つの トレ ンチの総面積は約60m'である。よって対象面積の約10.5％を発掘し

た計算となる。

トレンチの概要（第26図、 35P) 全 6 基の トレ ンチを発掘した (TP-1~6) 。

TP-1は調査区西端に設定したものであるが、ここでは遺跡の広がりは確認できなかった。TP-2

~ 5 では、表土以下に 10~60cm程度の厚さで地滑り層が堆積しており、かつて広域に渡って地滑りが起

こっていたことが明らかとなった。この内、 TP-2では木炭窯 1基と土坑 1基が検出された。また、 T

P-3~5 では鉄滓や木炭を包含する黒色土層が地下に確認された 。 トレンチ内では個々の遺構としての

プランは不明瞭であるが、この範囲が概ね遺構集中域として判断される 。東端に設定した TP-6では、

地滑り層が厚く堆積していたが、その下の遺構確認面では遺構がみられず、さらに東側に遺跡が広がる可

能性は低いものと判断される 。なお、廃滓場周辺については鉄滓の露出が多量であり、現状保持のため試

掘は実施しなかった。
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基本層序（第31図、 38P) 本遺跡では概ね 5つの土層が確認された。

第 I層は暗褐色土であり、当該地に広がる表土である 。概して 10cm前後と薄い堆積を示していた。第

II層は茶褐色を呈するやや締まりに乏しい土層である 。調査区西端に位置する TP-1のみで検出され、

沢の一部を埋め立てた盛土と判断される 。第11I層は黄褐色土である。地山土に類似するが、やや締まりが

弱く、層厚は地点により様々であった。その下からは遺構や地山土が検出されており、遺跡が営まれた時

期以降の斜面部に堆積した地滑り層と判断される 。第W層は暗灰褐色土であり、 TP-1のみで検出され

た層である。やや還元化を示しているが、第 II層が盛土される以前の旧表土と考えられる 。第V層は黄褐

色粘質土であり当該地の地山に相当する。本層を遺構確認面として遺構確認作業を進めていった。

小 結 発掘したトレンチから、明確な遺構としては木炭窯 1基と土坑 l基が検出された。そして、調

査区中央部からは鉄滓や木炭を含む黒色土層が広範囲に検出された。この土層は、製鉄関連遺構の内部お

よびその周辺の作業場等に堆積した土層と考えられ、調査区中央部は遺構集中域と判断される。 トレンチ

底面では個々の遺構プランまではつかめなかったが、この範囲で遺構が広域かつ密集して存在するものと

想定される 。当遺跡は製鉄炉および木炭窯が共伴することが確認され、地形等からの推定遺跡範囲は約

2,400面と広い。また、露呈する鉄滓の量からも当事業地内における中核的な製鉄関連遺跡と想定される。

9) 下ヶ久保E地点

調査区の概要東側丘陵部内、事業地のほぼ南端部に位置する。地形は尾根の頂部から斜面に相当し、

現況は山林である 。標高は 10~ 18 mとなる 。尾根上の狭い平坦部には縄文時代の陥し穴群が、緩やかな

斜面部には製鉄関連遺跡の存在が地形により想定されていた。 6月6日に調査を開始し、 6月9日との 2

日間で終了した。試掘調査対象面積は約1,003面であり、発掘した計 8つのトレンチの総面積は約66m2と

なる。よって、対象面積の約6.6％を発掘したこととなる。

トレンチの概要（第27図、 35P) 尾根の頂部に 5ヶ所、斜面部に 3ヶ所、計 8つのトレンチを発掘

した。何れのトレンチからも遺物・遺構ともに検出されなかった。

基本層序（第32図、 40P) 当概調査では 3つの土層が確認された。

第 I層は表土である 。層厚は20cm前後であり、比較的均ーな堆積を示していた。第II層は暗灰黄褐色

粘質土であり、 TP-1からのみ検出された。第 I層と第m層の漸移層としてとらえられる 。第m層は灰

黄褐色粘質土であり、当該地の地山に相当する。他の調査区でみられた地山よりも概ね白っぽく明るい色

調を示し、粘性もやや強い傾向がみられた。

小 結 結果として、何れのトレンチらも遺物・遺構が検出されることがなかった。このため本地点に

遺跡の存在は否定的と判断される 。ここでの調査結果からも、東側丘陵部が西側丘陵部と比較して集落遺

跡、製鉄関連遺跡の立地が少ない状況にあるものといえる。

10) 千刈遺 跡

調査区の概要事業地の東端、丘陵部から舌状に張り出した緩斜面部分に立地する。斜面下には小規模

な沖積地が広がる 。標高は 15m前後となり、概ね平坦な地形から集落遺跡等の存在が想定された。現況

は概ね畑地であるが、本来標高の高い西側斜面部は畑地造成により整地により大きく掘削されている状況

であった。本地点は、以前実施した現地踏査で土師器の砕片が採取されたため、今回の調査対象となった

ものである。 6月9日に調査を実施し終了した。現況のまま調査可能な畑部分・約450而を試掘調査の対
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象とし、計 2つのトレンチを発掘した。発掘面積

は約15而となり、対象の約3.3％を掘削した。

トレンチの概要（第34図、 40P) 畑内の南

北 2ヶ所に近接してトレンチを設定した。

南側のトレンチを TP-1、北側を TP-2と

した。TP-1では、表土掘削中に古代の土師器

片が少量検出され、表土直下の遺構確認面から 4

基のピットが検出された。ピットは径約90cmの

大型のものと、約40cmのやや小型ものが 2基ず

つ、それぞれ東西を指向するように並んで検出さ

れている 。このため、 2軒の建物跡を構成する 2

組の柱穴列が想定される 。遺構の覆土から土師器

片が検出されており、古代に帰属する遺構と考え

られる 。近接する TP-2については、土師器の

砕片が表土中から微量に検出されたが、遺構は検

出されなかった。TP-1から約 2m足らずの距
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第34図 千刈遺跡トレンチ配置図

離となるが、遺構が存在せず遺構の空白地と判断される。

また、表土以下の状況は、過去の整地や耕作に伴い、包含層や遺構確認面の上部が消滅していることが

確認された。よって、遺構深度の浅い小ピット等は消滅している可能性も考えられる 。

基本層序（第33図、 40P) 発掘された トレンチか らは 2つの土層が確認された。

第 I層は暗茶褐色を呈する現表土であり、近年まで営まれていた畑の耕作土である 。層厚は30cm程度

であり、粘性はややあるが締まりに乏しい。土師器の砕片を微量に含む。第 II層は灰黄色シルト層であり、

粘性と締まりが非常に強い地山土である 。本層を遺構確認面として遺構確認を実施した。従来存在したと

思われる遺物包含層等は検出されず、耕作等のため遺構上部まで撹拌されため、遺物が耕作土（第 I層）

の表面や内部に浮上したと判断される。

小 結 調査面積が狭く十分な調査成果が得られたものとはいえないが、 トレンチから古代の遺物と

2列の柱穴列が確認された。このため、掘建柱建物跡を伴う古代の集落跡が存在すると判断される。直径

約90cmの柱穴列が存在し、総柱造り等の大きな建物跡の存在も想定される 。大まかに見積ると、推定面

積としては約1,400面以下の小規模な集落が想定される。また、畑の造成や耕作に伴い遺物包含層や遺構

上部の多くが既に失われており、遺跡の依存度・遺構密度は低いものと想定される。

3 調査のまとめ

試掘調査の結果としては、ショ リ田A遺跡、谷地A遺跡、下ヶ久保A遺跡、千刈遺跡の計 4つの遺跡が

新発見された。このため、計 8ヶ所の推定地の内 4ヶ所が遺跡として確認された こととなり、高い検出構
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第35図 軽井川南遺跡群遺跡分布図
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第36図 柏崎平野南部丘陵製鉄関連遺跡分布図

確率といえる 。一方、確認調査については近接する 2遺跡（下ヶ久保C・D遺跡）を対象に実施したが、

遺の分布状況等からも、両遺跡は同時期に存在した一連の製鉄活動を行われた遺跡としてとらえられる。

事業地内における遺跡群の内訳は、集落遺跡（縄文・古代） 2件、塚 7甚 (2群）、製鉄関連遺跡 4件と

なり、合計13遺跡にのぼる l)。 2つの塚群（大善寺の塚群 1号塚～ 4号塚、下ヶ久保の塚群 l~3号塚）

については、規模が現況でほぼ明らかなため今回確認調査は実施しなかったが、今後本発掘調査を実施す

る必要があるものである 。その他に調査から得られだ情報として、これまでの道路工事や圃場整備等に伴

い、事業地内の丘陵斜面部が多かれ少なかれ掘削を受け、本来立地した製鉄関連遺跡が部分的に破壊され

ている状況が確認された。このことから、事業地に広がる丘陵斜面部でも奥地となる沢斜面では良好に遺

跡が残存し、張り出した舌状斜面では部分破壊もしくは煙滅しているものと想定されるのである 。

事業地内での製鉄関連遺跡に限定した分布をみると、中央の谷（沖積地）を挟んだ両側の斜面に製鉄関

連遺跡が点在してみられる 。こ のことは、藤橋地区から軽井川地区に至るまでの丘陵部には、鉄生産に適

した立地には製鉄関連遺跡が確実に存在する状況を示しているものといえる 。さらに視野を広げると、柏

崎平野の南側に接する低丘陵地帯にはこれまで多くの製鉄関連遺跡が確認 ・推定されており、各遺跡が時

期の推移によりどのような分布をもつのか等は、今後の調査により徐々に明らかになるものと思われる 。

当該事業が大規模造成工事という性格から、用地内は今後概ね本発掘調査を実施する必要があり、調査

を実施することにより軽井川南遺跡群の内容が徐々に明らかとなると思われる 。特に古代の製鉄関連遺跡

については、近接する藤橋東遺跡群における遺跡との比較資料となり、ひいては柏崎平野南部丘陵におけ

る古代鉄生産の様相が明らかとなる興味深い調査結果が期待されるものである 。

註 1)後日、開発の及ばない緑地帯部分から谷地の塚群 (5基）が、 分布調査に より新発見さ れた。
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M 藤井 城跡
―市道柏崎10-53号線改良工事に伴う第 3次確認調査一

遺跡の概要と調査に至る経緯

藤井城跡は、柏崎市街地から東方向に約 4km、現在の上藤井地区南側に位置する 。地理的には、鯖石

川下流域左岸に形成された自然堤防上に立地する 。市内東寄りを流れる 2級河川・鯖石川は、下流域北部

となる西中通地区までは小刻みに蛇行しながら北上する 。そして、ここからは一転して西に進路を変え、

大きく蛇行を繰り返して日本海へと注ぐ。かつて、河川は上藤井地区においても小刻みに蛇行していたこ

とが現在の地形や土地利用のあり方からうかがい知ることができる。

藤井城は、鯖石川下流域で初めて建設が試みられた近世城郭であり、元和 2年 (1616)、稲垣氏が上野国

伊勢崎から入封後に築城が着手されたが、元和 6年 (1620) に三条への転封に伴い、築城途中で廃城にな

ったと伝えられている 。現況では、本丸付近を取り囲む土塁と内堀の一部がみられるだけで、ほぼ一面住

宅地と 化した藤井城は、かつての輪郭をうかがうことも困難な状況となっている 。その一方で、「城小

路・足軽町」といった地名や、「御馬出」等という屋号が当時の名残りとして今尚残されている。

当遺跡に係る過去の調査事例としては、まず平成 11年 6月に、市道改良工事に伴う第 1次確認調査が、

同年10月に第 2次確認調査が共に集落西端部において実施されている 。 2回に渡る調査では、明確に城

跡の内容を示すような遺構は検出されなかったものの、地下に複数の整地層がみられ、築城以降幾度か整

地・造成されていた状況が確認されている［柏崎市教委2000]。出土遺物は近世初頭のものも僅かに出土

したが、むしろ近世中期以降のものが主体的にみられた。また、遺跡推定範囲内では古代・中世の遺物も

検出されることから、築城以前この地に集落跡が存在した可能性も想定されている 。その後平成 12年11

月頃からは、道路工事の進捗状況に合わせ、集落南西部で度々立会調査が実施されており、主に溝（掘）

状遺構や近世後期の遺物を検出している。土層観察から幾重にも重なる整地層がみられ、集落内で繰り返

し行われてきた造成の状況をうかがうことができた。

これまでの諸調査の原因は、前述のように上藤井集落内を走る市道（市道柏崎10-9号線・同 10-53

号線）の拡幅および新設工事である 。工事は平成 10年度からほぼ継続的に実施されており、平成 15年内

に完成する今回のエ区をもって一連の事業が完了となる運びである 。今回調査対象となる区間の土木工事

については、事業担当部署から市教育委員会に対しその計画のみ知らされていたが、工事開始時期等につ

いては当初全く連絡を受けていない状況にあった。しかし、工事発注後となる平成15年6月5日になって

突然連絡を受けることとなった。このため、急きょ担当部署および施工業者と 3者協議をもち、確認調査

の準備を早急に進めていく運びとなった。市教委はこの時、本発掘調査 1件と、長期に渡る確認調査・分

布調査を実施中であったが、可能な限り工事を延滞させる事のないよう配慮し、それまでの日程を変更し

て確認調査の準備を進めた。しかし、調査により遺跡の存在が明らかとなった場合は、その後本調査を実

施しなければならない事態となることが危惧されるものであった。こうした中で、文化財保護法第57条

の 3に基づく土木工事等の通知は、平成 15年 6月5日付け都第71号により市教委に提出された。そして

同日、教文第 119号の 2により、要確認調査との取り扱い意見を添えて県教育委員会に進達した。文化財
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保護法第58条の 2に基づく確認調査着手の報告は、同年 6月11日付け教文第 135号で県教委に提出し、

当日確認調査を実施した。

2調査の概要

1) 調査の方法と調査面積

調責対象区となる事業用地は道路新設部分であり、南北の延長約80m、東西の平均幅約 8m となる 。

現況は、北側が休耕中の水田であり、南側は旧水田に厚く盛土がなされた空き地であった。調査用トレン

チの発掘はバック・ホウを用いて掘削し、発掘後の測量等は調査員で実施した。

調査区の総面積は約630m'であり、発掘した計 4碁の トレンチの合計面積は約501112となる 。このため、

今回の確認調査では全体の約 8％を発掘した計算となる。

2) 調査の経過とトレンチの概要

確認調査は学芸員 2名を中心とする調査員等 5名で進め、平成 15年 6月11日、当日 1日で実施した。

天候は好天となり、埋め戻 し作業を除く調査工程は午前中で終了させる ことができた。事業用地は既に土

木工事の準備に取り掛られている状況にあり、要地内には工事用の張梁や杭が既に打設されていた。発掘

した 4基のトレンチは、これらの障害物を避けるように北側から逐次設定していき、それぞれ第 1トレン

チ～第 4トレンチとした。

第 1トレンチ 調査区最北に設定した。以前、側溝敷設工事に伴い立会調査を実施した箇所に近接する

地点となるため、地下はほぼ同様の状況にあることが予想された。水田面以下を徐々に掘削していくと、

耕作土（第 I層）の下には玉砂利の混入した灰色粘土（第 Il層）が検出された。これは、立会調査箇所で

検出された旧道跡に堆積する土と類似するものであった。旧道は近年実施された耕地整理まで存在したも

ので、上藤井集落と下田尻集落とを結ぶ砂利敷きの道路であったと、以前工事関係者や地元住民より聞い

ていた。本層上部に集中していた玉砂利は、厚さ 2cm程度で確認された。以前の立会調査では道路部分

（約2.3m幅）の両脇に側溝部が付随する様子を確認できたが、本トレンチではその区別ができなかった。

このため、 トレンチ全体が旧道の中心に相当する部分であると想定される 。この下深度約30cmからは、

当該地の地山層であり、遺構確認面としてきた青灰色粘土 （第m層）が堆積 していたが、 還元化が著しく

土層内に遺構は確認できなかった。さらに下層には深度約50cm以下で青緑色粘質土（第W層）がみられ

た。

第 2トレンチ 第 1トレンチの南方約 5mに近接して設定した。このため、ほぼ第 1トレ ンチと同様の

堆積状況が確認された。旧道跡に係ると考えられる粘土層（第 Il層）は、層厚が約30cmと厚くなってお

り、中央部分には上下の灰色層に挟まれるように青灰色を呈するベルトがみられた。この重層的な状況は、

旧道の路盤を再構築したことを示すものと想定される 。本層は非常に粘性・締まりが強く、横断面でみる

と、旧道幅内で緩やかなレンズ状堆積を示していた。深度約45cmで地山層が検出され、さらに深度約70

cmで青緑色粘質砂が確認された。掘削途中に旧道跡の東端がみられたが、側溝跡は未確認となった。

第 3トレンチ 第 2トレ ンチの南側約 11mの距離に設定した。地下の堆積状況はそれまで発掘したト

レンチと同様の状況を示していた。旧道跡は西半部に検出された。その主軸は事業地の軸に対してやや斜

め方向を示しており、現在の水田や農道の区画と若干ずれる方向としてとらえられる 。これは、かつて存

-46-



\—-i--
」

一―—―--•一

I 

I 

I 
I 
I 

L , 
！令
I 
I 
I 
， 
I 

-」--- ― 
_ -----ー―．． .. . 

゜・≫ 

ー

1
4.-

＼
 

/

-

¥

4
 

9

.

 

［
 

＼
 

．
 

L
し、

息

．
 

．
 

％
 

ー

1
1
1

ー

ー

ー

I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
III
I
I
I
I
l
l
l
I
I
I
I
L
HH-
'

ん
‘

4゜
〇

．
 

．
 

一
薩H

 
H
 

0
9
 

.• 
一

1
 

゜

℃
 ,

1
 

＇ ――――― 
__ 
＿-_＿＿ 

一

―――

―
.-―-＝-― 

ク。
・

〇
．

・`ク

9
.
 ．
 

i
.{
•rf
‘ 

I

6
|
 

V

-

·11·~~(_, 

Q 1 ．
 

’
• 

,'‘
 

\~

.(• 

＼
｀
／
ヽ
'

＼
しィ

.
oo
 

9
.
 し

. aク
ゃ，，

t
e
 

〇
．

ク
・．

 

◎
.
 

令。

第38図 藤井城跡第 3次確認調査トレンチ配置図
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在した旧道が下田尻集落側（南南西）に延びていくとの情報と一致するものである 。道路内からは近世の

陶器片が 1点出土した。

第 4トレンチ 第 1～第 3トレンチを設定してきた水田部分とは現況が異なり、旧水田全体に厚く盛土

された場所であった。このため、周囲に広がる水田よりもかなり高い標高となっていた。盛土は赤土主体

のいわゆる客土であり、遺物等が含まれる可能性がないものであった。掘削すると、約90cmの厚さで堆

積しており、その下に水田耕作土（第 I層）が還元化した状態で検出された。耕作土検出レベルはこれま

での水田面より僅かに高い標高を示していた。以下の状況もこれまでのトレンチの堆積状況と類似するも

のであった。また、地山（第m層）の標高についてもこれまでとほぼ同様であった。このトレンチでも遺

構等は検出されず、還元化した地山が広がっていた。

3) 基本層序

この度の確認調査で検出された層序は概ね 4層に分類される。調査区の現況が、水田もしくは旧水田で

あったため、全トレンチにおいて共通した土層が容易に理解できた。

第 l層は灰褐色粘質土であり、調査区やその固囲に広がる水田耕作土である 。層厚は約 15cmとほぼ一

律であった。第Il層は灰色～暗灰色粘土であり、粘性・締まりが非常に強い。旧道に係る土層として判断

され、上部は玉砂利と砂を多く含み、下部は極めて締まりが強い特徴を示す。本層の横断面は凸レンズ状

に堆積しており、旧表土に盛土されただけでなく、若干掘削した後に路盤層として入れられた土層と考え

られる 。第 2トレンチでは約30cmと厚く堆積し、中間に間層を含む重層構造となっていた。これは、本

来標高が低い部分もしくぱ沈下した部分に、路盤層を盛土・整地した状況と考えられる 。砂利がみられる

上面の標高は極めて均ーであり（第 1～第 3トレンチ間）、土木工事により統一された状況として理解さ

れる 。層内から近世中期の陶器が 1点検出された。しかし、その他に近現代の磁器も複数検出されている

3トレ
10m_ 

□□] 
第 0層 盛り土・整地層

二
第 1層灰褐色粘質土

巳
1トレ 2トレ 3トレ

第 II層灰色粘土

9m-

冒雪
第Ill層青灰色粘土

一第IV層青緑色粘質砂

8 m -

第39固 藤井城跡第 3次確認調査基本層序柱状模式図 (S= 1 : 20) 
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ため、旧道の存在した時期を示す資料か否か等は判断できない。第皿層は粘性・締まりのある青灰色粘土

であり、当該地の地山土と判断されるものである。本層上面を遺構確認面とみなしたが、遺構は検出され

なかった。総じて還元化した色調を示しており、湿地やそれに近い環境であったことを示している 。本層

の上面は第 2トレンチではやや低かったものの、概して比高差が少ないものであった。第W層は青緑色粘

質砂であり、今回の調査で検出された最下層となる 。締まりが強く腐植物等は含まない。

以前実施された確認調査等では、調査区内の地下において、本来標高の決して高くない立地には盛土・

整地を繰り返し造成してきた様子が各地点でみられた。しかし今回の調査区では、一変して道路以外の盛

土・整地層は全くみられない空間であることが確認された。このため、両者における土層の堆積状況の違

いから、全く異なった土地利用のあり方が続いていたと解釈される 。

4) 出土遺物

第 3トレンチ、旧道跡より近世の遺物が 1点出土した。遺物が小片のため実測図・写真図版は割愛した。

肥前系陶器であり、京焼風呉器手碗に分類される 。底部を含む破片であるが、残存率が低いため本来の法

量をうかがうことはできない。胎土は淡黄色であり、主体となる釉薬の色調は浅黄色を呈するが、 一部に

黄灰色の釉薬が重ねられている 。17世紀後半～ 18世紀前半に比定される。

3 調査成果とまとめ

今回の第 3 次確認調査では、近世城郭•藤井城との関連が想定される遺構や、その痕跡についても一切

確認できなかった。また、城の外周部に想定される、大規模な掘りや水路の痕跡等についても検出をみな

かった。発掘されたトレンチの状況からは、調査区内が本来標高の低い湿地や水田であったと判断され、

全くの城外に相当するものと想定されるのである。また、築城期以降現在に至るまで、上藤井集落の居住

域に取り込まれた形跡もないことから、従来からの地形を保ち続けた空間であったといえよう 。

一方、調査区の南方辺りは、かつて「どぶ」と称される大溝があったといわれている 。これは、 16世紀

末以降、繰り返し整備された藤井堰から続いていた農業用水路に相当し、近年の耕地整理以前まで存在し

ていた。この水路跡が調査区内にもおよぶ可能性も想定されていたが、発掘した 4箇所のトレンチからは

検出することはできなかった。その詳細な位置については不明確であるが、人為的な取水路であることか

らも、固囲でも標高の高い調査区南側となる送電線前後に形成されていた可能性も想定されている［柏崎

市2000]。

藤井城跡推定地における市道（集落道）改良工事にかかる調査は、今回の調査をもってひとまず終了を

みた。これらは道路拡幅工事に伴う諸調査であることから、充分に地下の状況を把握するには至らなかっ

たものではある 。また、改修された集落道の大半が古くからの道路部分である こと から、多くの遺構は望

めない状況下にあ った。 しかしながら、調査区内からは築城以降の集落における動態を断片的ではあるが

うかがい知ることができた。総合的な調査結果としては、築城直後は生活の痕跡が稀薄であり、むしろ近

世中期以降に集落と して再造成し発展していった様子が色濃くう かがえた。これは、築城開始後僅か 3年

で廃城となったという史料を裏付けるものとも解釈される 。こ れまでの部分的な開発に伴う行政調査では

籐井城の真相を解明することは困難といえるが、今後も何らかの調査を継続する ことで藤井城の復元を試

みていくことが、地域の歴史を知る上で重要であろう 。
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川江ノ F遺 跡

ー一般農道事業（矢田地区） ・圃場整備事業（北鯖石東部地区）に係る試掘調査一

1 調査に至る経緯

江ノ下地点は、市の中心部から 6kmほど東北東の柏崎市北鯖石区東部に所在し、地籍では大字与三地

内にあたる。また、地形的にみれば、鯖石川下流域右岸とその支流である別山川左岸に広がる沖積地の東

端に位置するといえる 。江ノ下地点の周辺においては、東側の丘陵部において固知化された遺跡がある 。

現与三集落南東部には与三遺跡があり、縄文時代中～後期の土器が出土している 。平成 13年度、県営広

域営農団地農道整備事業に係り、柏崎市教育委員会（以下、「市教委」）が発掘調査を実施している。また、

接続する丘陵の尾根筋には単独で所在する出口の塚が周知化されている 。矢田地内では、同じく東側の丘

陵部に、北条家家臣の石口釆女正が居城したとされる矢田城跡がある 。沖積地においては、これまでに周

知の遺跡はあまり存在していないが、北側の吉井地区では多くの遺跡が発見され、吉井遺跡群と総称され

ている。吉井遺跡群では、発掘調査等が実施されているが、弥生～近世に及ぶ遺構・遺物が検出されてい

る［柏崎市教委1985・ 1987 ・ 1990]。

今回、当該地点を発掘調査する原因となった土木工事等は、 一般農道事業（矢田地区）及び圃場整備事

業（担い手育成基盤整備 北鯖石東部地区）で、新潟県柏崎農地事務所（担当：建設課 以下、「県農地」

と略）を事業主体とする。一般農道事業は、与三 ・矢田地区を東西に走る農道の建設改良工事で、その延

長は 1km以上に及ぶ。舗装のない現農道を幅 7m、両側溝を含めると 12~13mに拡幅し、 一部新設する。

16年度の施工区域は、県道に接する東端の延長260mほどで、その西側への施工については17年度以降に

計画されている。圃場整備事業は、当該農道の南北にあたる北鯖石東部地区を対象とし、 15年度から施工

されている。北側から着工し、 16年度は農道周辺などが予定されていた。事業区域内には東西方向に 3本

ほどの水路が設けられ、幅50cm、深度 100cmのU字溝を敷設するが、掘削は断面が逆台形状となり、上端

幅が約 2m、下端幅が約l.lmとなる計）。

市教委に一般農道事業の計画がもたらされたのは、平成 15年10月31日付け教文第 1027号で県教育庁文

化行政課長から通知のあった平成 16年度国・県関係機関土木工事状況調査によってである 。事業地周辺

には周知の遺跡はなかったが、市教委は一般農道事業に係る埋蔵文化財関係の手続き等について要否を判

断するため、 12月1日に現地確認を実施した。その結果、事業用地の一部から古墳時代あるいは古代に属

すると考えられる土器片が表面採集されたので、事業用地内における事前の試掘調査が必要と考えられた。

しかし、当該事業地周辺においては圃場整備事業も実施していたことから、当該事業にも同様の問題が生

じると判浙し、あわせて協議を行うこととなった。そして、圃場整備事業地を踏査し、試掘調査が必要な

区域を特定することが急務となった。試掘調査の着手日は、ひとまず平成 15年12月17日としたが、実際

には天候などを考慮しながら実施する こととした。同年 12月15日付け教文第379号で、文化財保護法

（昭和25年法律第214号）第58条の 2第 1項の規定に基づき、埋蔵文化財の発掘を新潟県教育委員会教育

長に着手の報告をした。調査は予定通り 17日に実施し、 1日間で終了した。結果的に「江ノ下遺跡」の

存在が確認されたが、その概要を 12月26日付け教文第385号で県教育長に報告した。
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2 調査の概要

1) 調査の目的と方法

江ノ下地区では、これまで遺跡の存在は知られていなかった。試掘ではあるが、今回が初めての発掘調

査例となることもあり、当該事業予定地における遺跡の存在を確認することがおもな目的となった。試掘

調査の対象となる区域は、先に実施した現地確認において遺物が採集された範囲となった。すなわち事業

予定地の東端から約500mの範囲（約15万nf)である。

ただし、試掘坑の設定については、事業主体者との事前協議により、事業によって水路や農道となる部

分で、現農道と交差する地点が選ばれた。設定された試掘坑は、当初10ヶ所であったが、調査の過程で

lヶ所を除外し、別地点に 1ヶ所追加したので、結果的には 10ヶ所の試掘坑を発掘したこととなった。

試掘坑は、 0.35m3バック・ホウを使用して発掘した。各試掘坑の大きさは、ほとんどが幅約0.8m、延

長1.5~ 2.5 mとなった。発掘した試掘坑の名称は、調査順にアルファベットを用い、「試掘坑A」 ・ 「試

掘坑B」 ・「試掘坑C」…などとした。

2) 調査の経過と試掘坑の概要

試掘調査は、平成 15年12月17日の延 1日間、調査員は学芸員を中心とした 5名にて実施した。現地に

は、調査員のほかに事業主体者側、地元、工事関係者、さらにガスパイプラインが布設されていることか

らもその関係者などが立ち会い、調査が着手された。冬の悪天候が続く時期であったが、調査日当日は晴

天に恵まれた。なお、現地確認等の所見から、実際の調査対象区域は事業予定地東側約 15万nfの範囲に

絞り込まれた。この対象区域に対し、今回の試掘調査では 10ヶ所の試掘坑、合計約14而を発掘した。こ

れは、対象区域の約0.01％にすぎない。

試掘坑A まず、 一般農道部分で、調査対象区域の東端から約300mの位置、現農道際の斜面部と水田

の一部に試掘坑Aを設定する。幅約2.3m、延長約0.6m、面積は約1.4m'となった。深度20cmほどまでは、

現農道をなす砂利層（第 0層）となっており、その下層は褐色粘土層（第 I層） ．灰白色粘土層（第 Il

層） ・暗青灰色粘土層（第IIIb層）が続いた。そして、深度約55cmになると、暗黄褐色を呈したシルト

質の粘土層（第W層）がみられた。第W層上面を精査すると、南北に長い試掘坑の両端付近に溝状の遺構

が各 l基検出された。ただし、本試掘坑からは遺物が出土しなかったため、遺構の時期を判断することが

できなかった。

試掘坑B 次に、同じく 一般農道部分で、試掘坑Aから西へ約 12mの地点に試掘坑Bを設定し、幅約

2.3 m、延長約0.4m、面積約0.9面を発掘した。やはり、現農道際と水田の一部にあたる 。しかし、土層

は試掘坑Aとはちがった状況がみられ、第 0層下には若干の砂質を帯びた青灰色粘土層（第V[a層）が 15

cmほど堆積していた。その下層にも、層厚約20cmの青灰色粘土層（第Wb層）があったが、第V[a層と

はやや異なり、 一部酸化して橙色化していた。そして、水田面からの深度約40cmになると、腐植土層

（第VIII層）がみられ、深度60cm以上になっても続いていた。遺構・遺物とも検出されなかった。

試掘坑c 引き続き一般農道部分において、試掘坑Aから西へ約24mの地点に試掘坑Cを設定し、幅

約0.8m、延長約2.0m、面積約 1.6面を発掘した。現農道をなす層（第 0層）を除去すると、試掘坑Bと

同様に、第Wa・b層がみられた。第V[a層は黒色土混じりの青灰色粘土層、第Wb層はやや暗色の青灰

-52-





色粘土層である。さらにその下層には、第VIlb層よりも暗色の青灰色粘土層（第VIlC層）が広がっていた。

そして、深度80~ 90cm付近で腐植土層（第圃 a層）に至った。遺構・遺物は検出されていない。

試掘坑D 次に、再度東側に戻り、 一般農道以外の部分について調査をすることとした。まず、試掘坑

Aから北東へ約70mの地点、事業区域の縁辺部の水田に試掘坑Dを設定した。幅約0.9m、延長約1.7m、

面積約1.5而を発掘する。層厚30cmほどの耕作土層（第 0層）を除去すると、黒褐色粘土層がみられ、古

式土師器の小破片が出土した。黒褐色粘土層は、色調から上層の黒褐色粘土層（第Wa層）と下層の暗褐

色粘質土層（第Nb層）とに分類できる 。第Nb層には古式土師器と思われる土器の小片が含まれていた

ので、出土した古式土師器は第Nb層に属する可能性があり、第Nb層は古墳時代の遺物包含層である可

能性が生じた。第Nb層の下には灰褐色粘土層（第V層）、そして黄褐色粘土層（第VIa層）がみられた。

第V層は漸移層、第VIa層は地山土層と考えられる。遺物と包含層を確認したことから、本試掘坑固辺は

遺跡範囲内と考えられるが、遺構は検出されなかった。

試掘坑 E 次は南側に移動し、試掘坑Aから南へ約90mの地点に試掘坑Eを設定した。現農道際の斜

面部と水田の一部にあたる。幅約0.8m、延長約1.5m、約1.2面を発掘した。第 0層を除去すると、試掘

坑A でみられた第 I 層•第 11 層・第 m b層が検出されたが、第 11層は層厚約30cmと厚く、第mb層の上

位には灰白色粘土層（第illa層）があった。第mb層の下位には黒灰色粘土層（第Na層）がみられた。

層厚は 15cmほどである。遺物包含層と思われるが、遺物は得られなかった。そして、深度約 1m付近で

青灰色粘土層（第VIb層）上面となった。第VIb層は地山土層と考えられる。試掘坑A・Dの第VIa層と

同様にややシルト質を帯びているが、全体的には還元化されている点が異なっている。遺構は確認されて

いないが、遺物包含層（第Wa層）の広がりがみられたので、当該地点は遺跡範囲の可能性が高い。

試掘坑 F 再び一般農道部分の北側に戻り、試掘坑Aから北西へ170mの地点、現農道際と水田の一部

となっている部分に試掘坑Fを設定した。幅約0.8m、延長約2.5m、面積約2.0m2を発掘する 。土層は、

試掘坑B・Cに類似し、第VIla・b・c層、そして腐植土層（第圃 a層）がみられた。遺構・遺物は検出

されていない。試掘坑Fの西側約 11mの地点も試掘可能な箇所であったが、試掘坑B・C・Fと同じ状

況が想定されたので、試掘は省略した。以上で午前の作業は終了とした。

試掘坑G 午後は、事業地南側から着手した。南端から約12m北側の位置に試掘坑Gを設定し、幅約

0.8 m、延長約1.8m、面積約1.4111を発掘した。土層の状況は試掘坑Cに類似しており、深度50-60cmに

おいて腐植土層が検出された。腐植土層は上層の暗灰色土層（第圃 a層）と下層の黒灰色土層（第VIIIb層）

に分類されるが、第VIIIb層にはカルシウムと思われる白色粒子が多く含まれており、近世以降の所産と思

われる磁器碗が出土した。

試掘坑H 次に、試掘坑Gの北へ約23mの地点に試掘坑Hを設定し、幅約0.8m、延長約1.6m、面積

約1.3面を発掘した。土層の状況はやはり試掘坑Cの状況に類似し、深度50cm付近から腐植土層を確認し

た。ただし、腐植土層は第圃 a層ではなく、カルシウム粒を含む第VIIIb層であった。遺物などは出土して

いない。

試掘坑 l 試掘坑Hから西へ約 11mの地点に試掘坑 Iを設定し、幅約0.8m、延長約1.9m、面積約1.5

1112を発掘した。試掘坑Hと遺跡範囲の可能性がある試掘坑Eとの中間に位置するが、土層の状況は試掘坑

Hよりも試掘坑A・Eに類似しており、土器の小片も数点出土している 。深度40~ 50 cm付近からは、黒

褐色粘土層（第Wa層）を検出しているが、遺物包含層の可能性がある 。深度約70cm付近で黄褐色を呈

した地山粘土層（第VIa層）上面となった。遺物や包含層が検出されたことから、当該地点は遺跡範囲内
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と思われるが、遺構は確認されなかった。

試掘坑 J 予定されていた試掘坑は以上であるが、最後に 1ヶ所追加された。試掘坑 Iの南へ約11m 

に試掘坑 Jを設定し、幅約0.8m、延長約 1.9m、面積約 1.5面を発掘した。ただし、土層の状況は、西側

の試掘坑C・H・Gに類似している 。遺物等は検出されていない。

撤収作業 以上で試掘調査の現場作業を終了とし、事業者等への説明や器材等の撤収をした。各試掘坑

の埋め戻し等は、位置や土層を記録したものから、作業の状況をみて随時行っていた。

3) 層序の概要

発掘した計10ヶ所の試掘坑では、遺構確認面（地山土層上面）に至るまで、それぞれ0.6~ 1.1 mほど

の深度を発掘しており、各地表面以下の層序データを得ることができた。遺構・遺物あるいは遺物包含層

の可能性がある層を確認できた試掘坑A・ D ・ E ・ Iと、腐植土層が確認された試掘坑B・C・F・G・

H・Jとでは層序の状況が大きくことなるため、ここではこれら 2つに分類して説明したい。なお、第 0

層は、現況をなす農道・盛土・水田耕作土などに関わる層を一括したものである。

試掘坑A・D・E・1 おおむね第 I~VI層に分類できる 。第 I層は、灰褐色もしくは褐色粘土層であ

る。第II層は、やや暗色の灰白色粘土層で、試掘坑A・Eで確認されている 。第1II層は、色調の違いによ

って、第IIIa層（暗灰白色粘土層） •第 III b層（暗青灰色粘土層）に細分される。第 I~III層は、やや砂

質を帯びているが、全体的に粘性・締まりのある粘土層である。

第W層は黒色化した粘土層で、色調によって上層の黒褐色～黒灰色粘土層（第Na層）と下層の暗褐色

粘土層（第Nb層）に細分できる 。試掘坑Dの第Nb層からは、古式土師器と考えられる土器の小片が出

土しているので、第Nb層は古墳時代の遺物包含層と思われる 。地山粘土層は、試掘坑A・ Iで標高6.4

m付近、試掘坑Eで標高6.1m付近、試掘坑D で標高 5.7~5.8 mで検出されている 。試掘坑Aではこの上

面を遺構確認面とした。粘性が強く、締まりのある粘土層である。試掘坑A・D ・ Iでは酸化して黄褐色

を呈している（第VIa層）のに対し、試掘坑Eでは還元化して青灰色を呈していた（第VIb層）。

なお、試掘坑A・E・ Iの現標高はほぼ同じであるが、試掘坑Eでは第1II層以下が試掘坑A・ Iに比べ

て20~ 30cmほど低く、第 II層が厚い。事業予定地の北東辺は標高が低く、旧流路を想定することができ

るが、試掘坑D・E付近はその流路に伴う段丘状に 1段低くなっている 。試掘坑Eから南東側では、遺跡

埋没後に低湿地状となり、第 II層の形成によって試掘坑A ・I付近とも平坦になった可能性もある。

試掘坑B・C・F・G・H・J 第 0層を除けば、おおむね第VlI・ VIII層に分類できる。第VlI層は、 一部

酸化して橙色化している部分はあるが、全体的には青灰色を呈した粘土層である 。色調の違いや含まれて

いる粒子などから、上層から第VlIa ~ c層の 3層に細分した。第軋 a層は、やや砂質を帯びている 。試掘

坑Cでは、黒色土粒が混じっていた。これに対し、第VlIb層は、砂質を帯びない粘性の強い粘土層である。

第VlIC層は、第Vlla・b層よりも暗色化している 。

第VlI層の下には、第VIII層とした腐植粘土層が広がっている 。層厚は確認していないが、試掘坑B・Gで

は20cm以上を測っている 。比較的粘性は強く、やはり色調などから、第圃 a ・ b層の 2層に細分した。

第珊 a層は暗灰色土層、第VIIIb層は黒灰色土層である 。第VIIIb層には、径 5~10InInほどの白色粒子が多

く混入していた。おそらくカルシウム粒と思われる 。第VIII層は、南側の試掘坑G・Jで標高6.7m付近で

検出されたが、それ以外の試掘坑B・C・F・Hでは標高5.7~6.0 mである。すぐ東側の試掘坑A ・E・

I では、標高6. 1~6.4m で地山粘土層が検出されていることから考えれば、遺物包含層などがみられない
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区域の旧地形は低地で、湿地状であったところに腐植土が堆積していったと考えられる 。なお、試掘坑G

第VIIIb層で近世以降の所産と思われる磁器（図版49e ・ f -k) が出土しているので、腐植土が堆積し

ていった状況は近世以降もみられた可能性がある。

4) 遺 物（第44図図版49e ~ h) 

試掘坑の発掘からは 10点ほど、事前の表面採集からは 100点近くの土器が採集されている 。しかし、小

片が大半で、図化できたのは数点に限られた。おおまかには、試掘坑から古墳時代の土器が出土し、水路

脇や畦畔などからは古代・中世の土器が表面採集されるという傾向がみられる 。ここでは、図版49-e 

~ hに掲載した23点（うち 8点の実測図を第44図に掲載）について、出土地点別に概要を述べておく 。

試掘坑D (1·2·a~e) 1·2·a~c は、古式土師器の破片と考えられる 。 1 は、甕の口縁部

である 。 2・ a ・ bは、外面に縦位、内面に横位の刷毛目が施されているので、甕の胴部と思われる 。

2 ・ a • bの胎土には径 1mmほどの砂粒や海綿骨針を含んでおり、同一個体と思われる。いずれも古墳時

代の所産である。第W層からの出土と思われる 。 dは肥前陶器の鉢、 eは肥前磁器の瓶類である。 2点と

も近世の所産と考えられる。

試掘坑G (k) kは、肥前磁器の碗で、口縁部～底部の破片である。胴部外面に植物文、底部と高台

内面に圏線が施されている 。近世以降の所産である。第VIIIb層とした腐植土層から出土している 。

試掘坑 1 (f~ j) f ~ iは、古式土師器の可能性があり、胎土から f~ iは同一個体と考えられる 。

ただし、器種等は不明である。 jは、肥前陶器皿の口縁部である 。近世の所産である 。

表面採集 (3~8.K ~ o) 事前の現地確認において、比較的多くの遺物が表面採集されている。特

に、試掘坑A・E・ I付近では須恵器や土師器などの古代の遺物が多い。また、試掘坑E ・ I付近では珠

洲などの中世の遺物が若干採集される。ここでは、おもなものを紹介しておきたい。

3~5 ・ 1 ・mは、須恵器である 。 3は、無台杯の口縁部と思われる 。口径は 12.0cmと推測される。焼

成は良好で、灰色を呈する 。小泊産で、器形や器厚から 9世紀後半頃の製品と考えられる 。 1 ・ mは、杯

蓋の破片である。 5は、甕の頚部～胴部の破片である 。胴部外面には平行線文の叩き目、内面には同心円

文の当て具痕が施されている 。焼成は良好で、灰色を呈する 。 6は、甕の口頚部である 。焼成は良好で、

灰色を呈する 。nは、青磁碗の口縁部で、中世の所産である。6は、珠洲I揺鉢の口縁部である 。形態から、

第V期 (14世紀後葉～15世紀前半）の製作と思われる［吉岡 1994]。その他、 7は瓦器の口縁部の可能性

があるが、器種等は不明である 。 8ば性格不明の土製品である。 oは肥前陶器皿の底部片である 。

3 調査のまとめ

今回の試掘調査によって、当該地点に遺跡の存在を確認することができた。遺跡の名称としては、小字

名から「江ノ下遺跡」とした。調査面積は小さく、発見された遺跡の内容を把握するに至るものではない

が、本遺跡について現時点までの成果をまとめておきたい。

遺構は試掘坑Aで溝状のもの 2基を確認したのみである 。また、試掘坑Aからは遺物が出土しなかった

ので、遺構の所属時期は明確でない。遺物は、試掘坑D・ Iから出土している。いずれも小片であるため、

得られる情報には制約があったが、遺物包含層と思われる黒褐色粘土層（第W層）に属すると思われる 。

また、試掘坑Eでは地山粘土は還元化されていたが（第VIb層）、遺物包含層に相当する可能性がある黒
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第44図 江ノ下遺跡試掘調査出土・採集遺物

灰色粘土層（第Na層）がみられた。これら の区域、すなわち試掘坑A ・D ・ E ・ I固辺が遺跡の範囲と

して捉える ことができ よう 。時期は、古式土師器の出土から古墳時代と考えられるが、やや南側から古

代・中世の遺物も採集さ れているので、やや地点を変えながら も複数の時期に遺跡が営まれていたと思わ

れる。そして、試掘坑B・C・F・G・H・Jでは遺跡の痕跡がみられず、腐植土層（第VIII層）が確認さ

れたように、遺跡の西側は湿地性の環境にあった可能性がある。

調査で得られだ情報は少なく、推論を重ねざるを得ない状況にある。遺跡の内容や当該地における沖積

地の開発の歴史については、今後の調査で検討 していく ことと したい。

註） ここに記載した事業計画は、協議を始めた平成 15年12月段階のものである。その後、今回の試掘調査結果をもとに協議

を重ね、 工程・ エ法等に変更 された部分がある。
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渭谷 地 G 地点
-「（仮称）環境共生公園」建設に伴う試掘調査一

1 調査に至る経緯

軽井川南遺跡群は、市内大字軽井川の南側に位置し、市街中心地からは南東方向に約 5kmの距離となる。

地形的には、柏崎平野の南部に広がる標高20m ~30 m程度の中位段丘上に立地し、段丘（丘陵）の上部

と周辺の沖積地との比高差は最大で約25mを測る 。現在、当遺跡群の所在する大字藤橋・軽井川・堀地

内には、現在「柏崎学園ゾーン」（以後、学園ゾーン）と呼ばれる、約 152haにおよぶ広大な区域が設定

されている。この学園ゾーンには、 2つの私立大学建設完了後にも、 「産業集積団地 （柏崎フロンティ ア

パーク）」（以後、産業団地）と、「（仮称）環境共生公園」（以後、共生公園）の 2つの大規模な開発事業

計画が進行しており、近年急速にその建設準備が整ってきた状況にある。

当遺跡群の存在については、産業団地の造成計画が浮上した平成 10年以降か ら、現地踏査を開始し

徐々に明らかとなってきたものである 。これまでに（平成 16年 1月13日現在）確認されている総遺跡数

は、 10件19遺跡となるが、いまだ暫定的な数値に過ぎず、今後の試掘・確認調査等によりその数が大幅

に増加する可能性が高いものと考えられる。遺跡の種別・内訳は、集落遺跡（縄文・古代）が 2件、塚12

基 (3群 ・件）、製鉄関連遺跡（古代～中世） 5件となる。産業団地内で平成 15年 5~6月に実施した試

掘・確認調査（第 1次）では、この内 4遺跡が周知化されている 。一方、共生公園事業用地では、この内

1遺跡（谷地B遺跡・製鉄関連遺跡）が現地踏査により発見されているに過ぎないが、集落遺跡や製鉄関

連遺跡の立地に適した地形的が各地に存在し、未周知の遺跡が多く存在することが想定されている 。

今回の試掘調査は、平成 15年 3月20日、 事業者となる東京電カ・柏崎刈羽原子力発電所との最初の開

発行為事前協議に端を発する 。その後、まず同年 6月に環境共生公園事業地のほぼ全域において現地踏査

を実施した。用地の大半が山林であり、通年に渡り落ち菓が地表全面に堆積する状況にあるため、遺物等

を採集することはできなかったが、地形観察等から集落遺跡や製鉄関連遺跡の立地が計 7ヶ所に想定され

た。この内の一つが当該地点であり、共生公園事業用地における西側丘陵エリ アのほぼ中央に立地するも

のとなる 。なお、地点名は踏査報告書での名称をそのまま踏襲し、谷地G地点としたものである。

行政的手続きとしては、まず平成 15年 4月3日付けで、事業主体者となる東京電力株式会社柏崎刈羽

原子力発電所所長武黒一郎より、埋蔵文化財包蔵地所在確認の依頼が柏崎市教育委員会に提出された。

これを受け、市教委が用地内での現地踏査を実施し、事業者へ踏査結果を報告した。その後、同年11月

頃に共生公園内の建設物等の配置がほぼ決定したため、遺跡想定地点の範囲内で試掘対象となる部分を両

者で確認した。市教委は平成 15年中、隣接する産業団地事業地内等での本発掘調査等を実施中であった

ため、当該試掘調査は年明けの平成 16年 1月の実施となった。そして、日程の調整が整った平成 16年 1

月13日付けで、埋蔵文化財発掘調査の報告（開始時）を県教育委員会宛に提出し、同日から試掘調査を

開始した。

2 試掘調査
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1) 調査の方法と調査面積

今回の試掘調査の対象となる部分は、共生公園事業用地内の遺跡推定箇所において、掘削・基礎工事を

伴う地区となる 2ヶ所 (A・ B区）に絞ることができた。この 2ヶ所については、予め測量により位置や

範囲を特定し、樹木の伐採についても事業者側に依頼していた。後日、測量により示された範囲等を事業

者側と現地で確認した上、重機を用いての掘削について了承を得た。

調査対象面積は両地区合わせて約120而となり、調査で発掘した試掘用トレンチ面積は合計約37m2とな

る。よって、対象面積の約31％を発掘した計算となる 。 トレンチ掘削においては、丘陵部の赤道を移動

可能な小型のバック・ホウ (0.15面級）を使用した。各トレンチの配置は、調査区内に散在する切り株の

隙間を縫うように任意で設定し、バック・ホウで逐次発掘していった。 トレンチ発掘後は、調査員がまず

底面をジョレンがけにより精査し、遺構の有無等を丁寧に確認した。その後の作業としては、 トレンチの

位置や、分層した土層の標高等を逐次測量していった。

2) 調査の経過とトレンチの概要

調査当日は朝から強風が続き、時折雨が強く降りだす悪天候であった。 しかしながら、 翌日からは風雪

との気象予報も出ていたので、予定通り調査を実施した。調査体制としては、学芸員 2名を含む調査員 5

名で臨んだ。まず、重機搬人場所から近い方のA区から調査を開始し、 1日で終了することができた。

A 区

事業用地西側丘陵エリアにおける防火水槽建設予定地に相当し、標高は約26mを測る 。建設予定面積

の約60m2（約10m X 6 m) を調査の対象と した。現況は山林部であるが、試掘調査に際して事前に伐採

が終了しており、調査対象区には多くの切り株が点在する状況となっていた。周辺の地形は小規模な尾根

上の平坦地に相当し、小規模な集落遺跡や陥し穴群の存在等が想定された。

A-1トレンチ A区の西側に設定した。長さ約3.8m、幅約2.0mの大きさで、深度約60cmまで掘削

した。今回の試掘調査で最初に掘削したトレンチであったため、土層の変化や遺物を確認しながら慎重に

掘削を進めていった。地表面には落ち菓が厚く堆積しており、その下から現表土となる腐植土質の暗褐色

土が確認された（第 I層） 。この下深度約20cmからは、黄褐色を呈する粘質土が検出された（第 Il層） 。

さらに深度約40cmまで掘削すると、締まりの強い明黄褐色粘質土が検出された（第III層）。当該地周辺に

おける丘陵部の地山土と判断されるものである 。本層上面を遺構確認面として遺構の有無を観察した。ま

た、この層をさらに約20cm掘削したが土層に変化はみられなかった。遺物 ・遺構は検出されなかった。

A-2トレンチ A区の東端に設定し、 A-1トレンチよりも約30cm標高が低い地点となる 。長さ約

4.2 m、幅約2.0m、深度約60cmまで掘削した。土層の堆積状況はA-1トレンチとかなり近似した状況が

確認された。ここでも遺構・遺物ともに未検出であった。

B 区

A区の東側約35mの距離に位置し、休憩施設建設予定地に相当する 。基礎工事面積となる約601112 （約

10 m X 6 m) を調査の対象とした。西側丘陵エリアでも最も広い平坦地における南端部に立地し、これ以

南には沢へと向かう斜面が広がっていた。この平坦な台地には、縄文時代の集落跡等の立地が当初想定さ

れた。標高はA区よりも約 2m標高が高く、約28m前後である 。

B -1トレンチ 調査区西端に設定した。長さ約5.0m、幅約2.0mの大きさで、 深度約70cmまで掘削

した。地下の状況はA区の土層堆積状況に類似するものであるが、ここでは非常に酸化の激しい橙色を呈
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※標高は各区任意となる

第48図 谷地G地点基本層序柱状模式図 (S= 1 : 30) 

する地山が検出された。遺物・遺構ともに検出されず、遺跡の広がりは否定的と判された。

B-2トレンチ 調査区東側に設定し、長さ約5.3m、幅約2.1mの大きさで、深度約80cmまで掘削し

た。B-1トレンチと同様の状況が確認され、土層の堆積状況から僅かに東側へ下る傾斜が観察された。

3) 基本層序

A・B区は共通した堆積状況を示しており、調査で確認された土層は第 I層～第III層の計 3層に分類可

能である。

第 I層は暗褐色土であり、山林一帯に堆積する表土である 。上部は落ち葉や枯れ枝が積もって生じた腐

植土であり、下部では多少締まりのある土質となる。第II層は黄褐色を呈する粘質土である 。やや締まり

があり、腐植物を起源とする炭化物が少量含まれる 。第 I層と第III層の中間的な特徴を示しており、両者

の漸移層としてとらえられる 。粘性・締まりはやや強い。第III層は明黄褐色～橙色を呈する酸化の強い粘

質土である。当該地周辺の中位段丘における地山に相当する土層である。粘性・締まりともに強く、 B-

lトレンチでは特に酸化が強く認められ、赤みがかった橙色を示していた。本層上面を遺構確認面とし遺

構の有無を確認していったが、何れのトレンチからも遺構は検出されなかった。

3 調査のまとめ

試掘調査の結果としては、 A 区• B区ともに遺物・遺構は検出されず、 遺跡の痕跡は確認されなかった。

当該事業が自然公園の整備という性格から、土木工事を実施する箇所が極めて限られ、調査対象部分の面

積も非常に小さなものであった。このため、遺跡の存在や内容を追求できるような調査には至らなかった

といわざるを得ない。しかしながら、土木工事によって未固知遺跡が破壊される可能性のないことが、今

回の調査によってむしろ確認されたといえよう 。

軽井川南遺跡群の南半部では、周知の遺跡が僅かしか確認されていないものの、実際には未周知遺跡が

複数眠っているものと想定される。今回、環境共生公園の事業用地となったことで、これらの遺跡が大規

模•本格的な開発からひとまず免れることとなったといえる 。 そして、これ以降も当該地一帯の自然環境

と共に保存されることが望まれるものである 。また、公園整備後には多くの人々が園内を散策することが

予想されるが、何らかの遺物が採取されること等により、市民による新たな遺跡の発見も期待されよう 。
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1X 軽井川南遺跡群（第 3次）
ー産業集積団地（柏崎フロンティアパーク）造成に伴う第 3次試掘調査一

1 調査に至る経緯

柏崎市大字軽井川地内の南側に位置する丘陵地には、通称「柏崎学園ゾーン」の造成事業が計画されて

いる。この「柏崎学園ゾーン」は、産業集積団地と環境共生公園により構成される計画である 。

今回の第 3次試掘調査は、このうちの産業集積団地（柏崎フロンティアパーク）造成予定地を対象とし

て実施したものである 。事業予定地の用地買収や伐採作業の進捗の都合等により、第 2次試掘・確認調査

の際には実施できなかった地点について、補足的に試掘調査を行うことを目的とした。 したがって、調査

に至る経緯の詳細については、第 2次試掘・確認調査の記述を参照にされたい。

なお、今回の試掘調査については、谷地D遺跡・谷地E遺跡・谷地F遺跡の 3地点を対象に実施した。

調査対象面積は約6,400m'、調査トレンチは 18ヵ所で約212.6m'、調査比率は約3.3％であった。また、試

掘調査は平成16年 1月19日から 21日までの延 3日間で実施した。

2 調査の概要

1)調査の方法

今回の試掘調査対象地は、丘陵の斜面を主体とする 山林である 。想定される遺跡の内容は、古代の製鉄

関連遺跡であり、主に製鉄炉や木炭窯等の狭長な遺構を的確に検出する必要があった。そのため、バッ

ク・ホウを使用して、丘陵斜面の下端に傾斜に直行して調査トレンチを設定し、まず鉄滓や木炭等の分布

状況を把握することとした。そして、それらが検出された場合には、その上部に製鉄炉や木炭窯等が存在

する可能性が高いと想定されるため、改めて調査トレンチによって検出する方針とした。

調査担当以下、調査員及び調査補助員の計 5名で調査を実施した。

2)谷地D遺跡

今回の試掘調査の開始地点であり、平成 16年 1月19日から 20日にかけて実施した。当初から斜面下端

部分に木炭の存在が確認されていたため、その上部に任意の調査トレンチを設定した。標高は約 10~14

mで、比較的低い丘陵の尾根の先端斜面に相当する 。調査対象面積は約 1,900面で、調査トレンチは T

P-l~TP-7 までの 7 ヵ所に設定した 。 試掘調査面積は約 65.1 m2で、調査比率は約3.4％となった。

TP-1 ・ TP-2 ・ TP-4 ・ TP-5 ・ TP-7の 5ヶ所の調査トレンチから、合計で 5基の木炭

窯が検出された。また、 TP-4からは鉄滓等も検出され、この調査トレンチの付近に製鉄炉等が存在す

る可能性が高いと考えられた。 したがって、 TP-4については拡張を行い、製鉄炉等の検出を試みた。

しかし、当日の悪天候やそれに伴う足場の不良状況等のため、深追いすることは危険であると判断され、

製鉄炉等を検出するには至らなかった。いずれにしても、製鉄炉等が遺存している可能性は極めて高いと

考えられる結果となったが、排滓場等については顕著ではなく、小規模に遺存していると考えられる状況
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第49図

であった。

基本層序は現表土下に暗黄褐色粘質土の堆積が認められ、その下位に遺構確認面である地山土が把握さ

れる状況であった。現表土面から遺構確認面までの深度は、概ね40cm前後であった。

以上のような結果から、本地点の調査対象地全域には、製鉄関連遺跡が存在する可能性が高いと判断さ

れた。

3)谷地 E遺跡

谷地D遺跡の試掘調査が終了次第、引き続き平成 16年 1月20日に試掘調査を実施した。標高約20-23

m程度の急斜面で、小規模な沢に相当する 。その斜面上端付近に木炭の分布が確認されたため、任意の調

査 トレンチを設定して試掘調査を行った。当日は積雪もあり、足場が劣悪な状態であったため、重機が斜

面を滑り落ちる危険を伴った。そのため、調査 トレンチはTP-l~TP-3の3ヵ所のみとし、条件的

に発掘可能な地点から全体の状況を判断する方針とした。調査対象面積は約 1,500而で、実際の調査面積

た。

は約28.0n八調査比率は約1.9％となった。

TP-1から木炭窯 1基が検出されたが、その他の調査 トレンチからは、 遺構・遺物ともに皆無であっ

この地点には単基の木炭窯が存在するだけの状況であると判断された。立地的にも沢のしたがって、
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第50図 軽井川遺跡群第 3次試掘調査試掘坑配置図
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内部に相当するため、尾根の先端部分に立地する谷地D遺跡とは異なる様相であると考えられたのである。

基本層序は現表土下に褐色土の堆積が認められ、その下位には黄褐色の漸移層が確認された。そして、

さらにその下位からは、明黄褐色を呈する地山土が検出され、この土層面が遺構確認面として捉えられた。

現表土面から遺構確認面までの深度は、概ね50cm前後であった。

このような状況から、当該地点には単基の木炭窯が存在し、尾根の先端斜面とは遺構の分布状況が異な

る様相が把握された。

4)谷地 F遺跡

谷地E遺跡に引き続き、平成16年 1月20日に開始し、翌21日までに試掘調査がおよんだ。標高約10~

20 m程度の急斜面で、比較的大きな沢に相当する。調査トレンチは斜面下端を中心に設定した他、重機の

滑落等の危険がない範囲で、可能な限り斜面の上部付近にも設定した。そのため、調査トレンチはTP-

l~TP-8 の合計 8 ヵ所となった 。 調査対象面積は約 3,000 面で、実際の試掘調査面積は約 119.5 m'、試

掘調査比率は約4.0％であった。

TP-3からは木炭窯が 1基検出されたが、その他の調査トレンチからは、遺構・遺物ともに皆無であ

った。この状況は谷地E遺跡と近似した様相を呈しており、当該地点にも木炭窯が単基で存在しているも

のと判断された。地形的にも沢の内部に相当しており、沢の規模こそ異なるものの、谷地E遺跡との共通

性が高いと考えられた。

基本層序は、調査トレンチを斜面の上下に配置した事もあり、各々のトレンチにおいて若干異なった様

相を呈していた 。 TP-l~TP-3 では現表土の下に盛土が厚く堆積しており、沢の埋め立てに供する

ための造成工事が、近年に施工された痕跡を把握することができた。この盛土層は約20~40cmにもおよ

び、その直下には盛土以前の旧表土が堆積していた。この旧表土層は概ね黒褐色～暗褐色を呈していたが、

盛土工事直前の比較的新しい時期の表土であると考えられた。また、旧表土の下位には地山土との漸移層

が認められ、遺構検出面である地山土層へ至る堆積状況が把握された。実際に遺構が検出された調査トレ

ンチはTP-3だけであり、 TP-1およびTP-2からは、木炭の分布すら認められない状況であった。

また、 TP-4~TP-6 は、当該地点の沢頭に近い斜面上部に設定した 。 さらに、 T P-7 ~T P-8 

は、 TP - l~TP-3 と沢の反対側の斜面に相当する位置に設定した 。 しかしながら、基本層序はとも

に近似した様相を呈しており、現表土下に漸移層及び地山土層が堆積していた。

3 調査のまとめ

今回の試掘調査は、第 1次試掘・確認調査の補足調査として実施したものである 。そのため、入念な地

形観察や現地踏査を事前に行った上で、範囲的には極めて地点を絞ってから実施した。これらの事前踏査

等により、調査を行った各地点からそれぞれ木炭窯等が検出される結果となった。

しかし、当初は沢の内部にまで木炭窯等が多数存在している可能性を想定していたが、結果的には単甚

で所在するだけの状況であった。第 1次試掘・確認調査においても、製鉄関連遺跡が検出された地点は、

主と して尾根の先端部分の相当する斜面であり、沢の内部には殆ど分布していない状況であった。すなわ

ち、当該事業地内における遺跡分布の全体的様相、製鉄関連遺跡の立地のあり方が把握される結果となり、

そのような意味においても大きな成果をもたらしたといえよう 。
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総 括

近年、埋蔵文化財保護行政の動向の一つとして、遺跡の本発掘調査にかかる費用積算の甚準作成が全国

の地方自治体で進められている 。これは、単に埋文保護行政側の予算 ・費用確保を目的とした基準作りで

はなく、むしろ事業者側から明確な費用積算の根拠が求められ始めていることが大きな要囚といえる 。

このため、事前調査となる試掘・確認調査で得られた基礎データは、遺跡の有無や内容の把握という主

目的にとどまらず、本発掘調査に係る費用積算・期間算出等の重要な数値的根拠にもなり始めている 。言

い換えれば、試掘 ・確認調査で得られたデータには、調査経費等を算出するに絶え得る明確性が強く求め

られているのである。設計に基づく土木工事のように、極めて精度の高い積算は不可能といわざるを得な

い。しかし、長期に渡る調査資料の蓄積をもとに、費用・期間積算の手がかりとなる信頼性のある資料を

事業者側に提示し、記録保存に対する理解を深めていく必要がある 。よって、各自治体、殊に市町村の埋

文保護行政職員は、地域の隅々に広がる遺跡や、それを取り巻く古環境等も絶えず認識しておくことが、

これまで以上に重要な責務として求められよう 。

本年度に実施した試掘・確認調査の件数は 6件であるが（内 2件は同一事業による）、本書では昨年度

末に実施した 2件の確認調査も併せて計 8件の調査報告とした。この中で、大規模開発に伴う軽井川南遺

跡群第 2次試掘・確認調査は、計10ヶ所の遺跡 ・地点に対する調査を実施したものであり、同第 3次試

掘調査では 3地点に対する調査を実施している 。こ のため、本年度は合計17遺跡 ・地点を対象とした試

掘・確認調査を行った こと となる 。そして、調査日数でみると延べ25日を費やす結果となった。だが、

これほどの調査日数を要しても、各調査面積からすれば対象の概ね 5％に満たない面積を発掘するにとど

まり、各遺跡の詳細な内容、そして本調査に要する正確な費用について把握するには至ってはいない。し

かしながら、調査で得られたデータは、事業費や期間を積算する事務的資料にとどまらず、各地に眠る歴

史の片鱗を読み取る重要な資料として評価できる。そして、今後とも小規模な調査からデータを蓄積し、

柏崎地域の埋蔵文化財の活用へ繋げていきたい。
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e. C 地区近景 （北東から）
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図版 14 
軽井川南遺跡群（第 2次） 4 大善寺地区 3
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a. I 区近景 （東から）

b. II 区近景 （北西から）
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軽井川南遺跡群（第 2次） 7 ショリ田A遺跡 3
図版 17 



図版 18 
軽井川南遺跡群（第 2次） 8 ショリ田 A遺跡 4
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軽井川南遺跡群（第 2次） 9 ショリ田A遺跡 5
図版 19 

a. 出土遺物（縄文時代） （約 1: 1) 

b. 出土遺物（古代） （約 1: 2) 



図版 20 
軽井川南遺跡群（第 2次） 10 谷地C地区 1
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軽井川南遺跡群（第 2次） 11 
図版 21 
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図版 22 
軽井川南遺跡群（第 2次） 12 谷地A地区 1

a.調査区近景 （南東から）

b.調査区近景 （北西から）



軽井川南遺跡群（第 2次） 13 谷地A地区 2
図版 23 



図版 24 
軽井川南遺跡群（第 2次） 14 谷地A地区 3



軽井川南遺跡群（第 2次） 15 下ヶ久保A遺跡 1
図版 25 

a. I 区近景 （南から）

b. 11 区近景 （北から）



図版 26 
軽井川南遺跡群（第 2次） 16 下ヶ久保A遺跡 2



軽井川南遺跡群（第 2次） 17 下ヶ久保A遺跡 3
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図版 28 
軽井川南遺跡群（第 2次）
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軽井川南遺跡群（第 2次） 19
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図版 29 
下ヶ久保B地区 1



図版 30 
軽井川南遺跡群（第 2次） 20 下ヶ久保B地区 2
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軽井川南遺跡群（第 2次） 21
図版 31 

下ヶ久保c遺跡 1
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図版 32 
軽井川南遺跡群（第 2次） 22 下ヶ久保c遺跡 2
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軽井川南遺跡群（第 2次） 23 下ヶ久保D遺跡 1
図版 33 

a.調査区近景 （南西から）

b.調 査 区 近 景 （東から）



図版 34 
軽井川南遺跡群（第 2次） 24 下ヶ久保D遺跡 2
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軽井川南遺跡群（第 2次） 25 下ヶ久保D遺跡 3
図版 35 



図版 36 
軽井川南遺跡群（第 2次） 26 下ヶ久保D遺跡 4



軽井川南遺跡群（第 2次） 27
図版 37 

下ヶ久保D遺跡 5
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図版 38 
軽井川南遺跡群（第 2次） 28 下ヶ久保D遺跡 6



軽井川南遺跡群（第 2次） 29 下ヶ久保E地区 1
図版 39 

a.調査区近景 （西から）

b.調 査 区 近 景 （西から）



図版 40 
軽井川南遺跡群（第 2次） 30 下ヶ久保E地区 2



軽井川南遺跡群（第 2次） 31 下ヶ久保E地区 3
図版 41 



図版 42 
軽井川南遺跡群（第 2次） 32 
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藤 井 城 跡
図版 43 

.――――― 

a.調査区 （北から）

b.調査区近景 （北から）



図版 44 
藤 井 城 跡 2
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藤井 城跡 3
図版 45 

c.藤井城跡周辺航空写真 (1947年約 1: 2万写真上が北）



図版 46 
江 ノ下遺跡
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江ノ下遺跡
図版 47 
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図版 48 
江 ノ 下遺跡 3
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江ノ下遺跡 4
 

図版 49 

、』．；

＇ 
9-

a

.
 

‘.j
 



図版 50 
谷地 G 遺跡 ー

a. A 区近景 （北東から）



谷地 G 遺跡 2
 

図版 51 



図版 52 
谷地 G 遺跡 3

 

C. 谷地G地点周辺航空写真 （写真上が北）



軽井川南遺跡群（第 3次）
図版 53 
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図版 54 
軽井川南遺跡群（第 3次） 2

 



軽井川南遺跡群 （第 3次）
図版 55 
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図版 56 
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報告書抄録

ふりがな かしわざきしのいせきXIII

書 名 柏崎市の遺跡XIII

副書名 柏崎市内遺跡第XIII期発掘調査報告書

巻 次 淵I

シリーズ名 柏崎市埋蔵文化財調査報告書

シリーズ番号 第43集

編著者名 品田高志・中野純・伊藤啓雄・平吹靖

編集機関 柏崎市教育委員会文化振興課（柏崎市遺跡考古館）

発行者 柏崎市教育委員会

所在地 @945-8511新潟県柏崎市中央町 5-50 TEL. 0257-23-5111 内線365

発行年月日 西暦 2004年 3月31日

ふりがな ふりがな コ ド 北緯 東経 調 査 期 間 調査面積
所収遺跡 所在地 市町村 遺跡番号 0 I II 0 I II 西暦年月日 m2 調査原因

や柳なぎ田だち町ょう 地ち点てん
新にしヽ潟がた県けんか柏しわ崎ざき市し 37度 138度

や柳なぎ田だち町ょう 15205 22分 34分 20020521 11.2面 診療所造成工事
47秒 47秒

上かみ 原はら 遺い 跡せき 新にtヽ潟がた県けんか柏しわ崎ざき市し 37度 138度
高圧線鉄塔建設

（第だ＼ヽ2「 次じ） 大おお字あざ上かみ原はら 15205 378 23分 35分 20030305 3.6可
工事

21秒 43秒
上かみ 原はら 遺い 跡せき 新に＼ 潟ヽがた県けんか柏しわ崎ざき市し 37度 138度

20030520 
（第t刊、さ3ん次じ） 大おお字あざ上かみ原はら 15205 378 23分 35分

~20030521 
90.5 rn' 河川改修工事

16秒 43秒
軽かる井［ヽが川わみ南なみ遺＼ヽ跡せき群ぐん 新に＼ヽ潟がた県けんか柏しわ崎ざき市し 37度 138度

20030522 
（第だしヽ2に次じ） 大おお字あざ軽かる井しヽ 川がわ 15205 695 20分 35分 ~20030609 775m' 産業団地造成工事

他 29秒 24秒
藤ふじ 井し、 じ城ょう 跡あと 新に＼ヽ潟がた県けんか柏しわ崎ざき市し 37度 138度

（第和ヽさ3ん次じ） 大おお字あざ藤ふじ井tヽ 15205 59 22分 36分 20030611 50m2 市道改良工事
00秒 16秒

え のした しヽせき 新にしヽ潟がた県けんか柏しわ崎ざき市し 37度 138度
一般農道建設事業

江ノ下遺跡 大おお字あざ与よ三そう 15205 720 23分 37分 20031217 141112 
圃場整備事業

11秒 42秒

ゃ ちじーちてん 新にしヽ潟がた県けんか柏しわ崎ざき市し 37度 138度
谷地 G地点 大おお字あざ上かみ原はら 15205 20分 35分 20040113 37m2 自然公園造成工事

24秒 01秒
軽かる井しヽが川わみ南なみ遺し、跡せき群ぐん 新にし、潟がた県けんか柏しわ崎ざき市し 37度 138度

20040119 
（第tご＼、さ3ん次じ） 大おお字あざ軽かる井しヽ 川がわ 15205 695 20分 35分

~20040121 
212.6面 産業団地造成工事

他 29秒 24秒

所 収 遺 跡 名 種別 主な時代 主 な遺 構 主な遺物 特記 事 項

柳田町地点

上原遺跡（第 2次） 集落跡

上原遺跡（第 3次） 集落跡
縄文時代

ピット ・土坑
土師器・須恵器

古代・中世 灰釉陶器

軽井川南遺跡群（第2次）
集落跡

古代・中世
ピット ・土坑 縄文土器・土師器 計10件の試掘 ・確認調

製鉄開連遺跡 製鉄関連遺構 須恵器・鉄滓 査を実施。

籐井城跡（第 3次） 城館跡 近世 近世陶磁器

古墳時代 ・
江ノ下遺跡 集落跡 古代・中世 溝跡 古式土師器

・近世

谷地G地点

軽井川南遺跡（第 3次） 製鉄関連遺跡 古代 製鉄関連遺構 鉄滓
計 3件の試掘調査を実
施。

※ 北緯 ・東経は世界測地系に基づ く。
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